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大管長 会 メ ッセー ジ

栄えある約束

第2副 管長

マ リ：オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

主 は・ 「汝らもしわれを愛すれば・われに

仕えわがすべての誠命 を守 るべ きな り」

(教義 と聖約42：29)と 言 ってお られ ます。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスはこの ように語

っています。「まず戒めの何た るか を知 らな

ければ戒めを守 ることはできない。また，

す でに受けている戒めに従わない限一り，す

べて を知ることも，今知っている以上のこ

とを知 るこ ともできない。」(研b'oη(ゾ 劾θ

C肋7漉 「教会歴史」5：135)

主 は1830年 に御 自身の教会 を組織され，

その後す ぐに教会の律法，す なわち主の教

会 の民を治め る律法 を定めた幾つかの啓示

を授け られ ました。

私たちが， イエス ・キ リス トの福音を聖

書 だけに根拠 を置いた ものではないと理解

す るのは， もっともなことだ と私は思って

います。私たちは，聖書に教 えられている

福音の教義 を神のみ言葉 として受け入れて

い ます。不完全な ところを除けばすべて神

のみ言葉 です。しかし，聖書に説かれてい

る福音の教 えは，.主とその予言者たちが過

去の神権時代に授けた教えの一部でしかあ

りません。

アダムの時代か ら予言者 ジョセブ ・ス ミ

スの時代に至 るまで，各神権時代において

主は，福音の原則を新 たに啓示 してこられ

ました。その結果，過去の神権時代の記録

は，原形がそこなわれていない限 りにおい

て福音の真理 を立証 してお り，なおかつそ
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れそれの神権時代においては，過去の記録

とは別に，新 しい神権時代 の民を導 くに足

る真理 が啓示 されてきました。

私は，いかなる方法にせ よ，主が過去の

神権時代に啓示 された真理 に関す る記録 を

疑 うことは望み ません。私が今望むのは，

予言者 ジョセブ ・ス ミスに啓示 された福音

が完全な ものであ り，天か ら直接この神権

時代に授けられた言葉であるということを，

私たちの心に しっか り刻みつけるこ とです。

私たちに永遠の生命にかか わる原則 を教え

るには，ジ ョセブ ・ス ミスに示 された福音

だけで，十分だか らです。福音 は，現代の

予言者たちを通 して この神権時代に啓示 さ

れた真理 であ り，戒めなのです。

ここで，その中の幾つかについて考えて

みましょう。

「汝心を尽 し，勢力 と思い と体力 とを尽

して主なる汝の神 を愛すべ し。」(教 義 と聖

約59：5)

「汝 らは主なる自分たちの神 を拝 して主

の賜 る地に幾久 しく暮す よう汝 らの父母 を

敬え。」(1ニ ーファイ17：55)

「汝 己れの如 く汝の隣 りを愛せ よ。」(教

義 と聖約59：6)

「汝怠惰なることなかれ。およそ怠惰 な

る者は働 く者のパ ンを食す ることもなく，

またその衣服 も着 るべか らざれば な り。」

(教義 と聖約42：42)

したが って私たちは，つ ましく勤勉で よ
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く働 く民になるように命 じられているわけ

です。

主はまたこのようにも言っておられます 。

「さて見よ
，われわが教会員に告 ぐ。汝ら

人を殺すなかれ。人を殺す者は，この世 に於

てもまた来世に於 ても赦 さるるこ とな し。」

(教 義 と聖約42：18)

，この戒めに従 うのが賢明なことは言 うま

で もありませ ん。

別の所で主はそれに加えて，「何事にて も

これに類す ることを為すことなかれ」(教 義

と聖約59：6)と 命 じておられますが，こ

の言葉か ら具体的にこそ示 されていないも

のの，殺人 と同 じ性質の犯罪がほかにもあ

り，それは殺人 と同様の罰を伴 い得ること

がわか ります。

「.汝ら盗むなかれ
。盗みて悔い改むるこ

ころなき者は捨てらるべ し。」(教 義 と聖約

42：20)こ れ は，盗みを働いて悔い改めよ

うとしない者は教会か ら除外される，つま

り教会員たる資格 を剥奪 される とい う意味

です。

統計に よれば，「汝 ら盗むなかれ」という

この戒め を破 ることによって引 き起こされ

る犯罪は，他のすべての犯 罪を合わせ た以

上に高い発生率 を示 しています。'

盗 みには巧妙な手 口がいろいろあ ります。

しか し幸 いなことに，正 しい生活をし，識

別の賜 を受けている人は，正直か不正直か

をはっきり見 きわめ るこ とができます。



「汝 ら為 りを言 うなかれ5偽 りを言いて

悔 い改む るこころなき者は捨 てらるべ し。」

(教義 と聖約42：21)

「汝 ら誠心 を以て妻 を愛 して……」(教義

と聖約42：22)

「汝 ら姦淫す るこ となかれ
。姦淫をなし

て悔い改め ざる者は捨てらるべ し。」(教 義.

と聖約42：24)

この戒めは十戒の中にもあ りますが(出

エ ジプ ト20：14)， ここで再 び与えられてい

ることか ら，今 日の教会員に も当然この戒

め を守 る義務 があ ります。

「∴…姦淫をな して悔 い改めざる者は捨

て らるべ し。」(教 義 と聖約42：24)

この戒めに背いた人は，殺 人を犯 した人

に次 ぐ罰 を受け ます。まず，姦淫の罪を犯

す と主のみたまが失われるので，善悪を判

断する力が弱 くなって しまいます。 また，

うそをつ くことや 自尊心の喪失，不忠実 も

姦淫 と密接 な関係があ ります。 しか し， も

し私たちがあらゆる努力 を払 って人生の 目

的を果たすことに真面 目に取 り組んでいる

とすれば，『神の罰 を逃れ るために何であれ

不道徳なことは避けるに違 いあ りません。

「汝ら隣人の悪 口を言(う)… …ことな

かれ。」(教 義 と聖約42：27)

「汝 ら貧 しき者のことを思い起こ……せ

よ。」(教 義 と聖約42：30)

「汝相愛 して共にこの世に生 きよ
。」(教

義 と聖約42：45)

ゴ汝……責(る)… … ことなかれ
。」(教

義 と聖約19：25)

ほか にもまだた くさんあ りますが，望 ま

しいこ とは;私 たち皆が聖典 を学んで， 自

己の責任に気づ.くことです。

そ うした戒めの中には，主が十戒の中で

イスラエルの民に与えられたの と同 じもの

が幾つかあ ります。 しか しながら，それら

は この神権時代において再び私たちに与 え

られたものであ り， したが って私たちは言

い訳 をすることはできません。現在は効力

を失 っていると弁解す ることはできないの

です。

その よりなことか ら，最後に，私は主の

戒め 人生 において成功を得るために主

が定められた律法 を字義の上 でも，また精

神において も厳密 に守るように と繰 り返 し

申し上 げます。そ うするならば， この世 に

おける成功のみならず，平安，.自己達成，

喜び，永遠の幸福 とい う無限の価値 あるも

の をも得 ることができるのです。

「もし汝わが誠命を守 り終 りまで忍ぶな

らば永遠の生命を得 ん。これ神のあらゆる

賜の中最大な るものな り。」(教 義 と聖約14

：7)

これ はまさしく栄 えある約束ではないで

しょうか。

3



イ エス ・キ リス トへ の

証を得る

十二使徒 評議員会会 員

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

}こ 数 年間
，私は他に類を見ない偉大な一

御方 であるイエス ・キリス トの生涯に

ついて知 ろうと努力 してきた。すなわち，

この世にあった日々に語 られたみ言葉，な

されたみ業， 自らも.たらされた腰い，この

世にあってもお亡 くな りになって も，また

復活されてか らも御 自身 と共にあった栄光

など，人が知 り得るすべ てのことを知ろ う

と努めてきた。

私は畏敬の念にか られている。高 きか ら

遣わされた栄光 ある御方が人間の中に住 ま

われたか らである。主は肉体 を仮の宿 とさ

れ，ひ とりの女性か らお生 まれになった。

また 自ら人に仕える者 とな り，福音 を通 じ

て死 を滅ぼ し，生命 と不死不滅をもたらす

ために永遠の王座か ら身 を落 とされた。偉

大なる神，永遠のエホバ，全能の主は人間

として，マ リヤの息子 として，ダビデの子

孫 として，全 人類の罪の重荷 を担 う僕，御

父の完全 な現 われ として我々の中に来 られ
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たのである。

1935年 ， この神権時代に組織された十二

使徒第一定貝会(現 在の十二使徒定員会)

設立100周 年 にあたり， ヒーバー ・」・グラ

ン ト，J・ ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア，

デ ビッ ド・0・マ ッケイか らなる教会の大管

長会は次のような声明を出している。「人は

自らを救お うと思 う.なら，ふたつの偉大 な

真理 を受 け入れなければならない。ひとつ

はイエスがキ リス ト， メシヤ，独 り子，神

の御子であり，その蹟いの血 と復活によっ

て堕落が もた らした肉体 と霊 の死か ら救 わ

れること， もうひ とつは，神が この末 日に

予言者 ジョセブを通 して全人類の救 いのた

めに地上に再 び完全 なる永遠の福音 と共に

聖 なる神権 を回復 されたことであ るbこ れ

らの真理な くして，人は後の世の富を期待

することはで きない。」(加 ρ70%〃昭撹E㎎

「イシプルーブメン ト・エラ」1935年4月

号，p.205)そ の後で大管長会は， これらふ

たつの声明が真実であることを証 している。

事実，それは私 たちすべての証 であ り，教

会全体の証 である。

私たちには世 の人々に伝 えるべ き栄光あ

るメッセージがある。それは救 いのメッセ

ージであり
，喜 びと希望 ，善 きお どずれの

メッセー ジである。それは霊にかかわるも

のである。ここで，霊にかかわるメッセー

ジの真実性 と神聖 さをどのように確立す る

ことができるか とい う疑問が起 きて くる。

皆 さんは霊にかかわる真理 をどのように

証明するだろうか。イエス ・キリス トの復

活をどう証 明するだろ うか。御父 と御子が

ジョセブ ・ス ミスにみ姿 を現わされ々こと，

また天のみ使いが来て彼に教会を殻立す る
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ための鍵 と力 と権能 を授けたことをどのよ

うに証 明するだろ うか。

私たちは古代の使徒 たちが立たされた と

まった く同 じ状況の 中にある。彼 らに も世

に伝 えるべ き声明があった。彼 らはまず，

主イエスが文字通 り神の御子 であ り，この

世 に来 られて限 りない永遠の瞭いの犠牲 を

捧げられたこと，.またその犠牲 を通 してす

べての人が不死不滅 とな り，信 じて従 う者

は高め られて永遠の生命 を受 けるというζ

とを宣言 しなければならなかった。次に彼

らは， 自分たちすなわちペテロ，ヤコブ，

ヨハ ネ，すべての十二使徒，七十人，その

他の人々が，王国の鍵 と福音の真理 を宣言

しその儀 式を執 り行 なう権能 を与えられた，

神に召 された合法の儀式執行 者であったこ

とを宣言 しなければならなかった。では11

人 の使徒やそれに従 った者すなわちラビと

なる訓練 も受けておらず，世 の人々か らは

学者 とも思われていなかった11人 のガ リラ

ヤ人たちは， どの ように してイエスの言わ

れたすべ ての生け る者に救 いのメッセー ジ

を伝 えるという責任 を果たす ことができた

のだろっか。

私はここでキ リス トの生涯の一部分 をと

らえ，それをひ とつの例，模 範 としてまた

指示 として使いたい と思 う。それは救 いの

メッセー ジが当時 どのように伝 えられたか，

その原則 を示 して くれる。 もしここで述べ

られることが理解できるならば，私たちは

今 日，向様の メヅセー ジを他の御父の子供

たちに伝えるために何 をしなければならな

いかが大体 わかるはずである。

私ぽ，イエス ・キリス トに対す る証は復

活に対す る信仰いかんに よると信 じている。



もしイエスが死か らよみがえられたとした

ら，イエスは確か に神 の御子である。イエ

スが神 の御子 であるな らば， イエスの福音

は真実 である。福音が真実であれば，人は

それ を信 じなければな らない。信 じなけれ

ばその人の昇栄は無に帰す る。 ホた人々は，

イエスの教える真理 を受け入れてバプテス

マ を受け，律法 を守らなければな らない。

さもなければのろわれ るのである。このよ

うに考 えて くる と， もしも当時の使徒たち

が，イエスが死か らよみがえられたこ とを

入々に確信 させ る権威 と能力があったなら，

主のみ業が真実であり，神か ら出たもので

あるこ とを人々の間に確立す るこ とができ

たはずである。では復活をどの ように証明

す ることができるだろうか。これか らその

こ とについて考 えてい くが， それは証 によ

って証明できるのである。

パウロはイエス.・キ リス トが 「聖なる霊

によれば，死人か らの復活に より，御力を
'も
っ.て神の子 と定や られた」(ロ ーマ1：1

-4.参 照)と 証 .している。復活はイエスが

神の御子であったことを証明 している。パ

ウロはまた.このように述べている。「兄弟た

ちよ。わたしが以前あなたがたに伝 えた福

音，あなたがたが受けいれ， それによって

立って きたあの福音 を，思い起 してもらい

たい。(こ れが まさしく福 音 の真髄で ある

が)も しあなたがたが，いたず らに信 じな

いで，わたしの宣べ伝 えたとお りめ言葉 を

、.固.く守 っておれば，この福音によって救わ

れ るのである。わたしが最 も大事なことと

してあなたがたに伝えたのは，わた し自身

も受けたことであった。すなわちキリス ト
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が，聖書に書いてあるとお り， わた したち

の罪のために死んだこ と， そして葬 られた

こと，聖書に書いてあるとお り，三 日目に

よみがえったこと，ケパに現れ，次に，十

二人に現れたことである。そののちg五 百

人以上の兄弟たちに，同時に現れた。その

中にはすでに眠った者たちもいるが，大多

数はいまなお生存 している。そののち，ヤ

コブに現れ，次に，すべ ての使徒たちに現

れ……たのである。」(1コ リン ト15：1-

7)

で は主イエスの生涯のこの出来事 をもっ ・

とよく見てみたい と思 う。

二階の広間での晩餐 と説教の後，ゲツセ

マネの園での計 り知れない苦悩の後，裁判

をされ十字架におかか りになった後のこと

か ら始め よう。イエスの遺体は金曜 日の 日.

没前に墓に入れ られた。そ してイエスの霊

は38時 間から40時 間霊界にいたのである。

日曜 日の朝早 く，「イエスは死か らよみが
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え られた。時間ははっきりしていないが，

聖典 に は 「まだ暗 いうちに」(ヨ ハネ20：

1)と あ る。マグダラのマ リヤが墓 にや っ

て来た。新約聖書に出て来る女性の中で，

主の母マ リヤ を除けば，マ グダラのマ リヤ

は非常に際立った存在になっている。マ グ

ダラのマ リヤはイエスや十二使徒 と共にガ

リラヤの町や村へ伝道の旅 をした唯一の人

物 として名前が出て くる。彼女が墓 にや っ

て来ると，主イエスの遺体はな くなってい

た。彼女はみ使 いか らキ リス トが よみがえ

ったこと，そ して約束通 り彼 らよりも先 に

ガ リラヤに行かれ ることをペテロに告げる

ように言われた。.

そ の後のことは定かではないが，おおよ

そのことはわか っている。彼女は戻 って行

ってペテロに話 し，再び墓に戻 って来たか

あるいは墓か ら出て行こ うとした時に，復

活 したもうた主に会 った。いずれにして も

彼女は復活 した人を見た最初の人 となった。

悲 しみに くれ，不安な思 レ≦に涙 を流 してい

ると，彼女は人の気配を感 じた。彼女はそ

の入を園の番人と思い， 自分がその遺体の

所有者である とい うはっきりした気持 ちで

こう言った。「もしあなたが，あのかたを移

したのでしたら，どこへ置いたのか，どう

ぞ，おっしゃって下 さい。わた しがそのか

たを引き取 ります。」(ヨ ハネ20：15参 照)

その人はただひ とこと 「マ リ.ヤよ」 と答え

た。その瞬間，彼女はそ.の人が主であるこ

とに気づいたのである。それから彼女は 「ラ

ボニ」 と言った。それは 「ラビ」 という言

葉の敬語であり 「わが主」 とい う意味であ

る。彼女がす ぐに主イエスに身を寄せ よう

とす ると，主はこのように言われた。「わた



しにさわってはいけない。わた しは， まだ

天におられる父のみ もとに上 っていないの

だか ら。」(霊 感訳 ヨハ ネ20：17参 照)

主 が，マ リヤ とお会 いになったす ぐ後に

昇天されたのか，それとも聖書に記されて

いない出来事が昇天前にあったのかは定か

ではないが，いずれにしても，主は確かに

御父の所に昇って行かれた。それは，その

す ぐ後で，記録が告 げるところによれば 「明

け方 に」(マ タイ28：1)， 他 の女たちが連

れ立 って墓の ところにやって来て天のみ使

いか ら色々な指示 を受け，.し か も墓か ら出

て来たところでイエスに出会い，イエスの

み足を抱いているか らである。そ.れはイエ

スの手や他の釘跡に も触れたことを意味す

るものである。私たちには，イエスがマ グ

ダラか ら来 た女 たちにみ使 いが与えたと同

じ指示 を与 えられたこと以外，そこで何が

起こったか わか らない。イエスはこう言わ

れた。「行って兄弟たちに，ガリラヤに行け，

そこでわたしに会えるであろう， と告げな .

さい。」(マタイ28：.10参 照)こ れがイース

ターの朝に，死か らよみがえられた主が人

人に現われたふたつの出来事である。

もうひ とつは，ペテロへの現 われである。

これは詳細 な記録 もな く，時間的な前後関

係 も定かではない。主がペテロに現われたも

うたのは1彼 が教会の大管長 となるはずで

あ り，王国.の鍵 を持 っていたか らであろう。

主が，御 自身 とペテゴとの間の関係 とペテ

ロ.の持 っていた権威 と権能 とを再確認する

ためにペテロにみ姿を現わされたのは明らか

である。つ まり，託 した事柄をなす よう再

度命 じるためであった。

.主が次にみ姿 を現わされたのは，エマオと

とい う村へ行 く途中の道であった。これに関

しては詳細に知 らされている。エマオとい

う場所はわかっていないがエルサレムか ら

11キ ロないし13キ ロ程離れた所である。そ

の 日の午後，ふた りの弟子がエルサ レムか

らエマオへ向か って歩いていた。そのうち

のひ とりはクレオパ と言った。 もうひとり

の弟子はお そらくルカであったろう。彼だ

けが ここで起こった出来事 を記 しているか

らである。ふた りが歩いていると見知 らぬ

人が近づ いて来て，ふた りに何 を語 り何 を

考えているのか と尋ねた。ふたりは見知 ら

ぬ人に神聖な語 らいを妨げ られたことで少

少迷惑な気持 ちを感 じてこう言った。「あな

たはこのあた りの人ではないのですか。エ

ルサ レムで何が起こったのかご存知ないの

ですか。過越の 日に.イエスが十字架にかけ
よみがえ

られ，三 日目に甦 る と約束 されたの を聞い

ていないのです か。」(ル カ24：18-21参 照)

それか らふた りは，仲間の女の人たちか ら

聞いた主の復活の話 をした。

す るとイエスは彼 らに言われた。「ああ，

愚か で心のにぶいため，預 言者たちが説い

たすべての事 を信 じられない者たちよ。」

(ル カ24：25)こ う言って主/ま，モーセや

すべての予言者，詩篇を引き合いに出し，

御 自身のメシヤ としての使命について記 さ

れていることを説かれた。 この ような会話

が2時 間は続いたと思われ る。 とにか く彼

らは，その晩泊 まろうとしていた場所に着

いた。ふた りはイエ スに一緒に泊まるよう

に勧めてこう言った。「わたしたちと一緒に

お泊 まり下 さい。 もう夕暮になってお り，

日もはや傾 いています。」(ル カ24：.29参 照)

イエスはなお先へ進み行かれる様子であっ
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たが，ふた りの勧めに従われた。それか ら

イエスはパンをとり， さいて祝福 された5

イエスはそれをふたりの よく知 っていた方

法でなされたに違 いない。あるいは またふ

た りの 目の覆 いを取 り除 くような出来事が

他に起 きたのか もしれない。ふた りはたち

まちその方がイエスであるとわかったので.

あ る。それか らイエスはふた りの前か らみ

姿 を消 された。

これが4度 目の現 われである。このふたり

の弟子 たちはす ぐにエマオか らエルサ レム

に戻って行 った。そして二階の広間 と呼ば

れる所に入って行 った。 ここは最後の晩餐

が行なわれたの と同 じ部屋 であると思われ

る。その確実性は非常に高い。そこは広い

ゆった りとした所 で，大勢の人が集まって

いた。普通私 たちの話に出て くるのは十人

の使徒たちのことだが， そこには他の人々

も・いたのである。女性 もいた と思 われる。

とにか く，ふた りの弟子 は行 って 自分たち

に起こったことを話 した。ふたりが部屋 に

入って行 くと，だれかが主がシモンに現われ

たことを証 していた。 このことか ら，ペ テ

ロへの現われが遅 くともこの二階の広間で

の出来事よ りも前であることがわかる。

彼 らが食事 をした り証をした りしている

と，記録には彼 らの中にイエスが立たれた

と書かれてい.る。.そしてこの ように続いて

いる。「彼らは恐れ驚いて，霊 を見ているの

だと思った。」(ル カ24：37)彼 らがその よ

うに思ったのも無理はない。なぜ なら，戸

を閉め鍵 をかけた部屋 に，天井か壁 を抜け

て不意にだれかが現われたからである。イエ

スは彼 らに言 われた。「なぜお じ惑 ってい

るのか。どうして心に疑い を起すのか。わ

10

た しの手や足 を見なさい。 まさしくわた し

なのだ。さわって見なさい。霊 には肉や骨

はないが， あなたがたが見る とおり，わた

しにはあるのだ。」(ル カ24：38-39)

確 かに彼 らはイエスの手足の釘跡に触れ，

脇腹の槍で刺 された傷に手をさし伸べ たの

である。私たちはは っき りした記録から，

これはその年の後半にイエスがアメ リカ大

陸に現われた時にニーファイの民がしたこと

とまった く同 じであるこ とを知ることが で

きる。それか らイエ スは二階の広間にいる

人 々に向か ってこのように言 われた1「 こ

こに何か食物があるか。」(ル カ24：41)こ

れ は修辞疑問文である。なぜ なら彼らは.食

事の途 中であ りイエスもそれ をご存知 だっ

たか らである。彼 らが 「焼いた魚の一 きれ

をさしあげると， イエスはそれを取って，

みんなの前で食べ られた。」(ル カ24：42-

13)そ れ か らまた会話が続け られた。

十二使徒 の うち十人がそこにいた。理由

はわか らないが， トマスは一緒にいなか っ

た。彼 らが 自分たちの前で起 こったことを

トマスに話す と，彼は.こう言った。「わたし

は，その手に釘あ とを見，わたしの指 をそ

の釘あ とにさし入れてみなければ，決 して

信 じない。」(ヨ ハネ20.：25参 照)こ の よう

な疑いが生 じたのは彼 自身に問題があった

ため と思われ る。.事実そ うであった。 しか

しそれは他の十人の使徒 がイエス を霊だ と

思 った時に抱いた疑問 と同様にそれほど重

大な ものではなか った。 トマスは使徒 たち

の証 を受け入れ られたはずだが，彼は復活

というものが実際に どの ような もので肉体

的にどうなるのか とい うことをまだ理解 し

ていなか ったのである。実際 トマ スという



鑛

人は十二使徒の中で も最 も勇敢 な使徒 のひ

とりであった。イエスが ラザ ロを死からよ

みがえらせ るためにベ タニアに行 こうとさ

れた時， また他の者たちがその地域のユダ

ヤ人が主 を殺そ うとしていると言った時に，

「わたしも行 って主 と共に死ぬ」 と言った

のは十二使徒の中で彼ひとりであった。(ヨ

ハ ネ11：16参 照)

彼 らは皆 勇敢 で能力があ り献身的な人々

である。しか しそ うした資質は一朝一夕に.

得 たものではな く，一歩一歩達成 していつ

た ものなのであ る。

それから1週 間後の安息 日，明 らかに二

階の広間と思われる所に，同 じ人々もしく

は前回集 まった人々を主体 とした人々が集

まった。これは安息 日としての 日.曜日の礼

拝方法を示 している。そこでイエスがみ姿

を現 わしたまい，トマスにこのように言われ

た。「あなたの手 を伸 ば して私 の手 足の釘

あ とをさわってみなさい。信 じない者にな

らないで，信 じる者になりなさい。」(ヨ ハ

ネ20：27参 照)す るとトマ スは明 らかにひ

ざまず いて と思われるがこ う答 えたのであ

る。「わが主よ，わが神 よ。」(ヨ ハ ネ20：

28)彼 は主 の勧めに従 って，前の週に他の

人々が した と同 じように釘跡や傷に触れた

に違いない。するとイエスか ら 「あなたは

見たので信 じたのか』見ないで信ずる者は，

さいわいである」 という.言葉が返って きた。

(ヨハ ネ20：29参 照)

年 代順に言って次に現われたのは，記録に

もあるように，テベ リヤの海辺(ガ リラヤ

の海)で ある。何時間かたったに違 いない。

夜明け頃のことであるbそ こには十二使徒

のうち7人 しかいなか った。そのうちの5

人の名前が明らかにされている。彼らは一

晩中漁をし何の獲物 もなかった。イエ.スは

岸に立 っておられ，彼らに声 をかけて言わ

れた。.「子 た ちよ，何 か食べ るものがある

か。」彼らには何 もなかった。するとイエス

はこう言われた。「舟の右の方に網 をおろし

て見なさい。」(ヨハネ21：5-6参 照)彼 ら

はそのようにした。するとたちまち網は魚

でいっぱいになり破れる程 であった。 これ

はイエスがこの世にあった時，ゼベダイの

息子たちに起 こされた奇跡を思い起こさせ

る。

他の使徒 たちよりも霊的洞察力の強い ヨ

ハネは 「あれは主だ」と言った。(ヨ ハ ネ21

：7)激 しい性格の持 ち主のペテ官は漁師

の服 を脱 ぎ捨てて岸 まで泳いで行 き，最初

に主にあいさつ をした。彼 らが漁を引き上

げ岸に戻 ると， イエスは火 を起 こして魚 と

パンを焼いてお られた。それか らイエスは

彼らの とってきた魚 を少しもらい，それを
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焼いて先に焼いておいた ものに加 えられた。

彼らはそれ を食べた。理由は後で述べ るが，

イエス御 自身 もその場で一緒に食事 をされ

た と思 われる。

イエスがペテロに，「私を愛するか」 と3

度尋ね，「わたしり小羊を養いなさい」とい

う偉大な戒め を与 えられたのはこの時であ

る。またイエスが ヨハ ネに御 自分が栄光の

うちに戻って来るのを見るまで生 きて人々

と国々に証 を述べ るだろうと言われたの も

この時である。

次に現われたのはガ リラヤの山であった。

これについてはほとんど知 らされていない

が，500人 以 上 もの人々がその場に居合わ

せたことか ら考えて も，栄光ある偉大 な素

晴 らしい現 われであったこ とがよ くわかる。

そこには女性 もいたに違いない。 イエ スは

そこでニーファイ人の間でなされたと同 じ

ような方法で，選ばれた人々にかつてない

ほ ど多 くの教義 を語 り，多 くの事 をなされ

た と思われ る。とにか く， イエスが十二使

徒 に，全世界に出て行 ってすべての造 られ

た ものに福音を宣べ伝えるように という戒

め を与えられたのはこの時である。他に も

多くの ことを語 られた。

これが8度 目の現われである。この後，

イエスはヤコブに姿 を現 わされた。(1コ リ

ン ト.15：7参 照)

新 約聖書に出ている10度 目の現われは，昇

天 された時 である。これに関 しては， イエ

スが復活された40日 後に11人 の使徒 に姿を

現わされたこと以外わかっていない。彼 らは

オリブの山に登 って行 き，その山の上でイ

スラエルのために国を復興することについ
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て話 し合 っていた。す るとイエスが昇天.さ

れたのである。記録 によると，ふた りのみ

使 いがそば に立 ってこう言っている。「ガ

リラヤの人たちよ， なぜ天 を仰 いで立って

いるのか。あなたがたを離れて天に上げら

れたこのイエスは，.天に上 って行かれ るの

をあなたがたが見たの と同 じ有様で， また

おいでになるであろ う。」(使 徒1：11)

以 上 のことを簡単にふ り返ってみると，

い くつか大切 な事柄がわかる。復活 した人

は自らの内に栄光を留め ながら地上の入間

と同様に歩 くことがで きる;か つて この世

に肉体 を持って生きていた時にしていた と

同 じ様に人 と話 し，道理 を説き，教 えるこ

とができる;神 の御子であることを現わすこ

とも隠す こともできる;有 体の.まま堅い壁

などを通 り抜け ることがで きる;触 れるこ

とのできる骨肉の体である;必 要ならば(特

別な場合に)肉 体の傷 などを保ち続けるこ

とができる;食 物 を食べ消化す ることがで

きる;私 たちにはわからない方法で人間の

目か ら姿 を消 した り場所 を移動 した りす る

ことがで きる。以上のような事柄がわか る

のである。

では，御父 と御子がジョセブ ・ス ミスに

み姿 を現わされたことをどのように証明する

ことがで きるだろうか。イエスが使徒たち

にお与 え『になった救 いの メッセー ジはどう

だろ.うか。ここにひ とつの例がある。この

言葉は，ペ テロが コルネ リオの家に行 った

時に語 った説教 の一部である。コルネ リオ

はみ使いの訪れを受 けて， 自分が主におぼ.

えちれているこ とを理解 していた。ペテ七

はこのように言 っている。「わた したちは，

イエ スがこうしてユ ダヤ人の地やエルサ レ

ムでなさったすべてのこ.との証人であ りま

す。人々はこのイエ スを木にかけて殺 した

のです。 しか し神はイエスを三 日目によみ

がえらせ，全部の人々にではなかったが，

わたしたち証 人としてあらか じめ選ばれた

者たちに現われるように して下 さいました。

わたしたちは，イエスが死人の中か ら復活

された後，共に飲食 しました。それか ら，

イエスご自身が生者 と死者 との審判者 とし

て神に定め られたかたであることを，人々

に宣べ伝 え， またあか しするように と，神

はわた したちにお命 じになったのです。預

言者たちもみな， イエズを信 じる者はこ と

ごとく，その名によって罪のゆるしが受け

られ ると，あか しをしています。」(使 徒10

：・39-43).

この ようにペテロや古代 の人々は，イエ

スが神の御子であ りイエスの教 えられた福

音が救 いの計画であ ることを， イエスが死

か らよみがえられたことを確信す ることに

よって証明している。私たちの場合は どう

であろうか。私たちが人が死か らよみがえ

ることを証 明するには，それが 自分に とっ

ても起 こり得 る真実なものであるこ とをみ

たまの力によって証す ることである。なぜ

なら復活は霊に関わることだか らである。

ペテロは群衆の中に入っていっ.てこのよう

に言うことができたはずである。「私はイエ

スが主であることを知 っています。なぜな

らイザヤが イエスについてこのことを何度

も語 ってお り，他の予言者たちの中に もこ

のことを語 っている人がいるか らです。」私

は彼が実際にそ うしたと思 っている。 しか

しペ テロがなし得た最大のことは，人々の

前に立って次のように言 うことであった。
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「私はイエスが神 の御子であったことを知

ってい ます。私はあの二階の広間にいて，

実際にそうであるとわか りました。イエス

は私たちの間で3年 以上 もの間教 えや導 き

を施された方です。私はそのみ手 とみ足の

釘跡に触れました。また脇腹の槍で刺 され

た傷跡に も手 をさし入れてみ ました。私は

イエスが魚やパンを食べ られるの を見 まし

た。イエスは体 を持 っておられます。御 自

身が骨 肉の体であると言われ ました。私は

イエスが神の御子であるこ とを知 っていま

す。私はイエスの証 人です。」 この救いの メ

ッセージは証人たちによる宣言であり，主

イエスの生涯のこの出来事 は私たちに，回

復のメッセージを御父の他の子供 たちに伝え

る時になさねばな らない事柄 を教 えている。

では回復のメッセージが真実であるこ と

をどの ように証明できるだろうか。まず福

.音 を説 くこと，救いの教i義を教えることで

ある。そ うしなければ人々はあなた方の証

の価値 と真実性 を計ることもできなければ

考慮 してみ るこ ともできないであろ う。ま

ず第一に，私たちの時代 に神 が驚 くべ き栄

光の中でなされたことを教 えるのである。

天が開かれ天か らの声が再び私 たちに下 さ

れた様 子 を， そして 人に鍵 と力 と権能 と

を授けるために天のみ使いが送 られて，主

御 自身の完全な永遠の福音が回復 されたい

きさつを教 えるのである。こうして聖典 を

用いて真理.を教え，メ ッセー ジをできるだ

け明瞭かつ簡潔にした上で，.最後 に残され

た最 も素晴 らしい説得 力のあるもの， そし

て人々に確信 を与 えるものは，皆 さんの証

である。

教会員 として また地上におけ る神の王国
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の会員 として，私 たちはいわゆ る聖霊の賜

を受けている。.聖霊の賜は，私たちが忠実

であることによって神会の中のその御一方

を常に身近に感 じることのできる特権であ

る。すなわちそれは，定め られている永遠

の律法 と調和 した霊の御方である神の聖 き

みたまが，私たちの内にある霊に語 りかけ，

永遠：に証 明をして くれ ることを意味してい

る。私たちはその ような証明 を証 と呼んで

いる。それは啓示によると，神の聖 きみた

まから来る ものである。

今 日私たちの証は次の3つ から成ってい

る。(1)イ エ スが主であり，世の罪のため

十字架 におかか りになった生ける神 の御子

である，(2)ジ ョセブ ・ス ミスは，福音の

真理 を回復 し私たちの時代にキリス トに関

す る知識 を明らかにする人 として召 された

神 の予 言者であった，(3)末 日聖徒イエス・

キ リス ト教会が地上で唯一の真実の生ける

教会であ り，救いのあるただひとつの場所，

人の子 らに福音 を説 き，救いをもたらす組

織である とい うこの3つ である。

私たちは福音 を教 えなければな らない。

そ して力を尽 くして簡潔に教えた後，証 を

述べ るのである。「私 にはそれがはっきりわ

かっている」 と言 うのである。神の聖 きみ

たまが 自分 自身に，私たちに，そして末 日

聖徒 に，このみ業が真実であることを明 ら

かに して くれた と話すのである。私たちが

福音を教え証 を述べたなら，霊の波長 を同

じくす るすべての人，真理 を受 け入れるた

めの霊的な準備ができているすべての人は，

心の中で私 たちの語ったことが真実である

と感 じるはずである。.それは論議 し合 う問

題 でもなければ，知識的な改宗 というもの



私たちがイエスの生涯から何かを得てそれを生活の中に取り

入れようとしなければ，当然受けられるはすの恵みを受けるこ

とができない。私たちはイエスの生涯を知り，それにならった

生活をしなければならない。またイエスの生涯の[‡]のエピソー

ドを知り，そこから今日の生活に応用できる概念や原則を学ば

なければならない。

で もない。それは神 の聖 きみたまが明らか

に して くれるものなのである。

どの時代， どの神権時代に もこれ と同 じ

方法が とられてきた と思 う。私 はまた他の

どの時代にあったものに も勝 るものが今の

時代 に与えられている と思 う。主は私たち

に真理の証 し人 としてモルモン経 を与えて

下 さった。そのモルモン経は 「ユ ダヤ人と

異邦人 とにイエスは永遠の神なるキリス ト

にましまして，万国の民に現われたもうこ

とを確信 させ るため」(モ ルモン経 とび ら

の頁)に あるのである。 またモルモン経は

「聖典 の真実 なることと，神は人々に真に

霊感 を与 えて古えの代 と同 じくまた今の代

に も……人々を召す ことを世に証す」(教 義

と聖約20：11)る ために世に出されたので

ある。

私たちがイエスの生涯か ら何か を得てそ

れを生活の中に取 り入れようとしなければ，

当然受けられるはずの恵み を受けることが

で きない。私 たちはイエスの生涯 を知 り，

それにな らった生活をしなければならない。

またイエスの生涯の中のエ ピソー ドを知 り，

そ こか ら今 日の生活に応用で きる概念や原

則 を学ばなければならない。

主御 自身がモルモン経の真実性を証され

た時，主はこれまでに知 られた中で最 も荘

厳な言葉 を使われた。主は誓いを立て られ

たのであ る。主はジョセブ ・ス ミスに関 し

て このように言ってお られ る。「彼はその書

を，正にわが命 じたる部分 を翻訳 したり，

而 してこの事は汝の主，汝の神生 きたもう

が如 く真実な り， と。」(教 義 と聖約17：6)

霊 の波長が正 しく合 っていて， しか も自

らが語る永遠の真理 を理解 しているならば，

私 たちは，今の時代に永遠の真理が回復 さ

れた事 について同 じような証 をす ることが

できるはずである。私たちは 「主は人々の

間に御 自分の王国を回復 された」 と言うこ

とがで きるのである。神がましますこと，

これが私 たちの証 であ りまたそれは真実で

ある。
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主の足跡に導かれて

七十人第一定 員会会 員

ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス トー ン

私 噸 に思い浮かぶひとりの女1生の謝{
ある。彼女は非常に読書欲の旺盛な人

で，その書斎には本が あふれていた。.彼女

は毎晩帰宅す ると，その中か ら本 を取 り出

して読むのを常 としていた。そ して，読 み

始めた本は必ず最後まで目を通すのである。

ある夜，彼女はそれまでず っと意識的に

遠 ざけていた1冊 の本 を読んでみ ようと思

いたった。その本 を取 り出して読み始めて.

み た。何 とも退屈 で面 白味のない本であっ

たが，それ を読み終えるまで他の本は絶対

に開かないと心に誓 っていた。そ して毎夜

毎夜読み続け，ついに最：後のページを読み

終えたのである。その本を書棚に戻 して，

彼女は心 の中でつぶやいた。亡こんな面 白く

ない本てあるのか しら」 と。

後 日，彼女はある男友達 と外で会 った。

その友達 は1冊 の本の名前 を挙げて，それ

を読んだ ことがあ るか と彼女に尋ねた。そ

れはあの退屈な本であった。その本の こと
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を思い起 こしながら，今度は自分の方か ら

聞き返 した。「ええ，読んだことあるわよ。

でもどうして。」

「実は
，僕が書いた本なんだ。」それが彼

の返事だった。それからふた りはその本の

ことについて話 し合 った。

その夜，友人 と別れた彼女は，家に帰 る

と書斎に入 り，例の本を.引っ張 り出し，夜

を徹 して読 んだのであった。太陽の光が東

の空か らさし始めた時，彼女はその本を閉

じ元の所に戻して，心の中で言った。「こん

な面 白い本てあ るのか しら」 と。その本 を

書いたのがだれかを知 って， こうも変わっ

たのである。

教義 と聖約の中で主はこう言 っておられ

る。

「御父 と人とゐ仲保者に して
， また御父

の前に とりなしをす る者の言に耳を傾け よ。

曰 く 『父よ，汝の悦びたまい し罪 を犯 さ
こうむ

ざりし者の蒙 る苦 しみ と死 とを見そなわせ

たまえ。汝の子の流せ る血，すなわち汝の

崇め られんがために与えたまい し，汝の子

の血 を見そなわせ たまえ。.

この故に父よ。わが名 を信ず るわが兄弟

らを赦 したまえ。か くて彼らをしてわれに

来 りて永遠 の生命を得しめたまえ』と。」

(教義 と聖約45：3-5)
.
私 た ち『も自分たちの著者，すなわち創造

主について知 るように努めなければならな

い。確かに.，あ まりに も多くのこ とが，私

たちがそうす るか否か とい う点に常にかか

っているのである。

私は， 自分がこれ までの限られた教育の

中で最 も力を入れて学んできたのは， イエ

ス ・キ リス トにつ いてであると思 っている。

私は知識を増 し加え，救 い主についてさら

に多くの もの を読み，何にも増 して主の大

義に仕えてきた。救 い主について人と語 る

時，.私は胸の高鳴 るのを覚 える。.

時 には原点に戻って，救 い主の生涯に思

いをはせ ることも必要ではないだろうか。

アルマはこう記 している。

「神の御子は私たちの先祖 の地であるエ

ルサレムのあた りでマ リヤか ら生れたもう。

マ リヤは神 の力に覆われ，聖霊の力によっ

て懐妊 し， 男の子すなわち神の御子である

方 を生むはずの処女 であって，選ばれた貴

い器である。

この男の子は世の中へ出て苦難 とあ らゆ

る誘惑である試み とを受げたもう。これは，

この方が 自分でその民の苦 しみ と.病いとを

引き受け ると言いた もう言葉が成就するた

めである。

この御方 はその民 を縛る死の縄 目を解 く

ために甘ん じて死 を受けたまい，また肉体

を持つ者 として慈悲の心に富みたま.い，虚

弱の度に応 じてその民 を救 う方法 を知るた

めに民と同 じく虚弱 を受けたもう。

『みた ま』はすべ てのことを知 りたもう

が，それでも神 の御子はその民の罪を負い，

自分が貝費う力によって民のとがあや まちを

取 り消すために肉体 に苦痛 を受けたもう。

これは私が心か ら証 をす るこ とで ある。」

(ア ルマ7：10-13)

私 た ちの 日々の生活の中で，救い主が私

たちのために実際に どのようなことをして

下 さっているかを知 るには，救 い主御 自身

の生涯 というものをよ く調べてみる必要が

ある。つ まり，主の足跡を追って歩みを進

めてい くこ とにより，私たちは，夢想だに
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しなかった所へ と導かれるのである。それ

は どのような所か，ほんの少 しではあるが

幾つか一緒に訪 ねてみよ.う。

よ く知 られているものに， さいせ ん箱に

金 を入れたや もめの話がある、私が思 うに，

彼女はその時，額があま りにも少ないこと

で， ひどく気遅れしていたのではないだ ろ

うか。私の知 っているひとりの未亡人がい

る。彼女 は監督の もとに什分の一の年末面

接 を受けに来て，.こう言った。「そ うです。

55ド ル。それが私が納め た什分の一のすべ

てです。」つまり，彼女の年収は1わ ずか550

ドル なのだ。彼女の話 し振 りはていねいで

謙遜なものであった。「監督 さん，それ しか

ありませんが 確 かにそれで全部 です。」.什

分の一を除いた残 りはわずか495ド ルであ

る。それは標準よ りもは るかに少ない収入

である。私たちは本当に救 い主の教 えを理

解 しているのだろうか。物質的には恵まれ

ていて も，心や霊の面で貧 しい人がいる。

か と思えばこの姉妹のように，貧 しくて も

霊的た豊かな ものを持っている人 もいるの

である。

救い主のことを思う時，心 に浮かんで く

るもうひ とりの女性がいる。長血を患って，

12年 という歳月を苦 しみ続けていた女性 で

ある。多くの医者にかかったが，財産 を全

部使い果たしただけで，病気は悪 くなる一

方だった。そして彼女は，イエスが町にお

いでになるとい うことを聞 くと，わ らに も

すが りたい気持ちで， イエスを待 ち受けて

いた。私が思 うに，彼女は 「あのお方の衣

に触 りさえすれば， この病気は きっと癒 さ

れる」 と心の中に念じなが ら，せ きたてら

れるような思いで群衆の中に分け入ったの
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で あろう。そ して彼女はついに手 を伸ば し.

て，主の衣に触れ，癒されたのである。

救 い主は歩みを止めて，「わたしの着物に

さわったのはだれか」 と言われ た。そこで

弟子 たちが言った。「ごらんの とおり，.群衆

があなたに押 し迫 ってい ますのに，だれが

さわったか と，おっしゃるのですか。」 イエ

スは振 り向いて，群 らが る人々を御 覧にな

った。そしてそこに， それ とはっきりわか

る女性 を認め られたのである。私の推測に

間違いなければ，彼女は罪の意識を感 じ，

「返事 をしなければ」 と思った。それで彼

女は主の前に進み出てひざまず き，あ りの

ままに告 白した。「主 よ，私です」と。主 は

それに対 してこう言われた。「娘 よ， あなた

の信仰があなたを救 ったのです。」(マ ルコ

5：24-34参 照)私 はこの話 を思い出す度

に，主 を愛 さずにはいられなくなる。

ほかに も，主の後をた どっていって， 目

にする事柄，行 き着 く所がある。そ して，

そこでも私は主への愛 を覚 えるのである。

ある時，私の ところヘアイダホか ら電話が

あった。電話の主は若 い夫婦で，ふた りに

は誕生 して間もない， しか も早産の双子が

いた。ひとりは順調な育 ち具合いだったが，

もう.ひとりは600グ ラ ムに も満たない体重

で，ユタ大学 の医療センター で治療 を受け

七いた。モルモン経1冊 の重 さを考 えてみ

ていただきたい。それがその小 さな魂の重

さなのである。「手当てを受けてはいるので

すが，病院に行 って祝福を施していただけれ

ば と思 って電話 を差 し上げました」 とふ、た

りは私に頼んできた。その 日は特別 な日で，

自由 にな る時 間は朝 の5時 頃 しかなかっ

た。私 は医療センターに駆け付けた。 そし



てその部屋に入ると保育器があった。私は

その小 さな子供の頭 に手を按こ うとしたが，

指だけで額が隠れて しまうのである。祝福

の言葉 を述べなが ら，私は，この子はいつ

か立派な体に成長 し，若 くして主の使いに

なるであろうという霊感を与えられた。

ほかにも，こうい う経験がある。それは

ある大会 を終えて，私がそこを立ち去 ろう

としていた時のことである。感 じの良 さそ

うなあ る家族が私の ところへ来て話した。

彼 らにはひとりの非常に難 しい状況にある，

教会員でない知入がいた。そ して彼らはそ

の人に祝福 をしてあげることがで きないだ

ろうか と考えていたのである。私たちはそ

の人のいるアパー トへ行 った。居間にある

家具 と言えば，いす とステレオのふたつだ

けで，ほかには何 もなかった。9歳 になる

少女がいて，父親 を看病 していた。父親の

病気は癌であった。母親は というと，その

ことを聞か されると1夫 とその女の子 と，

そ して もうひ とり年下の男の子 を捨てて，

家 を出てしまったのである。玄関を通って

案内された部屋には，2段 ベ ッドが置いて

あ り，その父親はやせ衰 えた体 を下の段に

横たえていた。私たちは癒 しの儀式 を行な

つたが，彼が生 き長 らえるという思いは湧

いてこなか った。 しか し私たちは彼に とっ

て最 も大切なこと，すなわち1ふ た りの子

供たちは守 られ，天使 と共にこの人生 を歩

み，彼 自身が側にいられな くなっても心配

することはないという祝福 を施す よ.うにと，

霊感 を受けたのである。この世の富のすべ

てを尽 くしても，この ような経験 を買 うこ

とはで きない。

主の足跡 をたどっていって，私は最近，

ひ とりの男の子 とその父親に出会った。そ

の男の子が友達 と一緒に，ワイオ ミング州

の コデ ィーに近い， とある山すその小高い

.丘に登った時のことである。一本のたれ下

がった高圧線があった。友人はうま くそれ

を跳び越えたのだが，その子 は電線に足 を

とられ，.感電死 してしまった。友人は長い

道の りを取 って返 し，父親にそのことを伝

えた。年齢的には決 して若 くはなかったが，

その父親は走 りに走って，15分 あまりで事

故 の現場に着 いた。彼は電線に覆 いかぶさ

っている息子 に近づ くと，板や大 きな木の

枝 を使って，何 とかその体 を電線か ら離 し，

抱 きか か えて こう言った。「イエス ・キリ

ス トのみ名 と聖なるメルケゼデ ク神権の権

威 と権能に より我は汝に命ずる。汝生 きよ

と。」少年 は父親の腕の中で死の眠りから覚

めた。そ.してユ タ大学医療セ ンターに運ば

れ，無事快復 したのである。

主は私 たちに， こうした目を見張るよう

な体験をさせ て下 さるだけではない。私た

ちの生活をも変えて下 さるのである。私が

思 い起こす もうひ とつの話， それは，ネブ

カデネザル王の像 を拝むことを拒んで，王

自らの前に引き出された3人 のヘブル人の

役 人，.シャデラク， メシャク，アベデネゴ

の物語である。王は憤 って3人 に言った。

「シャデラク
， メシャク，アベデネゴ……

わたしが立てた像 を，ただちに拝むならば，

それでよろしい。 しか し，拝むこ とをしな

いならば，ただちに火の燃える炉の中に投

げ込 まれる。」(ダ ニエル3：15)

.この年若い.3人 のヘ ブル人が味わった苦

しみが どれほどの ものか，あなたは理解で

きるだろ.うか。ただの苦悩，誘惑 ではない。

19



ともしび

彼 らの生命はまさに風前の灯 だったのであ

る。

彼 らの答 えはこうであった。「ネブカデネ

ザルよ，……わた したちの仕 えている神 は，

その火の燃える炉から，わた したちを救 い

出すことがで きます。」.そしてこう続けてい

る。「た といそうでな くて も，王 よ，ご承知

下 さい。わた したちはあなたの神 々に仕 え

ず， またあなたの立てた金の像 を拝み ませ

ん。」(ダ ニエル3：16-18)

私 た ちの人生に影響 を及ぼ しておられる

御方が，3人 の若人にそのような力を与え

られたのだ と，私は信 じている。その御方

は私たちがしっか りとつかむ ことのできる，

堅固な何 ものかを備えておられるに違 いな

い。次のペテロの言葉は よく引用 されるも

のである。「あなたこそ，生け る神の子 キ リ

ス トです。」(マ タイ16：16)そ して トマス

はこう言っている。「わたしたちも行 って，

先生 と山緒に死の うではないか。」(ヨ ハネ

11：36)私 は これらの事柄 に敬服 している。

予言者 ジョセブ，ハ イラム，ウィラー ド・

リチャーズ， ジョン ・テイラーなどが生命

の危険にさらされた時のことも思 い出す。

ウィラー ド・リチャー ズは予言者 ジョセブ

にこう言った。「ジ ョセブ，あなたに死刑が

宣告 されるようなら，私が代わ りに死に ま

す。」

その時，ほとんどの人はまだ知 らなかっ

たが，ジ ョセブは何かを悟 っていて，こう

言った。「しか し1ウ ィラー ド，それはでき

ないことなんだ。」

ウィラー ド・リチ ャー ズのそれへの答え

はこう記されている。「いいや， ジョセブ，

それで も私はそうするつ もりだ。」(研 恕'oη
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(ゾ漉θC〃螂腕 「教会歴史」6：616)

これ らの事柄は，主の軍勢 に数 えられた

人が どういう人か とい うことを私 たちに教

えて くれる。また彼 らの物語 は， もし私 た

ちにその気持 ちがあるなら，神が私たちを

どう変えられるかを知るための助 けともな

る。

イエスこそは私たちの創 り主である。

救 い主が厳格 な教 えを述べ られた時，弟

子 たちは，ひ とりまたひ とりと去るように

な り，二度 と行動 を共にす るこ とはなかっ

た。そして，最後 に残 っ.たのは使徒 だけ

であった。救い主が彼 らに向か って次のよ

うに言われた時，その胸は悲 しみに満ちて

いたのではないだろうか。「あなたがた も去

ろうとするのか。」ペテロが答えた。「主よ

わた.したちは，だれの ところに行 きましょ

う。永遠の命の言 をもってい るのはあなた

です。わたしたちは，あなたが神の聖者で

あることを信 じ， また知っています。」(ヨ

ハネ6：67-69)

皆 さんはそのことについて考えたこ とが

あるだ ろうか。主でな くて，だれの ところ

に行 った らよいのだろうか。 この世 の中で

どこに行った ら.よいのだろうか。だれ を信

頼すればよいのだろうか。.人知 では測 り知

ることのできない平安は， どこに行けば見

いだす ことができるのだろ うか。高 く厚 く

立ちはだかる山の ような壁にぶつかった時，

その向 こう側へ抜けるには， どこへ行 ゐた

らよいのだろうか。主のほかに行 くところ

があるのだろうか。

さて私たちは，主 と共に歩み続けること

によって， どのような影響 を受 けるか とい

うことを考える必要がある。主 と共に歩 も



うと望むなら，私たちはキ リス トの教 えに

従って生活 しなければならない。ハ ロル ド・

B・ リー大管長は次の ように語 っている。

「何年 か前のある夜の こと
，私はベ ッドの

上で目を覚 ましました。その時，私は 自分

が召された高い召 しにふさわ しくなるには，

この地上のすべての人 を愛 し，.赦 さなけれ

ばならない ということをは っき りと理解 し

ま・した。そ してその時，私は安 らぎ，導 き，.「

慰め，霊感 を受け，その何たるか を理解 し

ました。それらの ものは，科 に来るべ き事

柄 を教 え，私が知 らされたこ とは神か らの

ものであるということを心に刻んで くれた

のです。」(乃ゆ η%耀 忽E勉 「インプルーブ

メン ト・エラ」1946年11月 号，p.760)

私 は， リー大管長は 自分がこの教会の予

言者，聖見者，啓示 を受 くる者になるだう

っとい っことは知 らなか ったのではないか

と思 う。そ して私 もまた彼のように，私た

ちはこの地上に生 を受 けたすべての人を愛

し，赦 さなければならない と思 う』放蕩息

子 であれ，連れ合 いであれ， ま.た離婚 した

相手や私たちに辛 く当たる人であれ， あら

ゆる人を愛し，赦 さなければな らない。.キ

リス トの ような人格 を具えるには，この地

上のすべての人を愛 し，赦さなければな ら

ないのである。平安 は，そ うすることに よ

って与 えられ る。

私たちがキ リス トと，キ リス トが十字架

におかか りになったことを受け入れる.時に

求め られる犠牲は， いっの場合 も一人一人

まった く同 じであるとタルメージ長老は言

っている。その犠牲は永遠にいつ までも変

わ ることがない。それは結局，私た ちに課

せ.られているあ りとあらゆる犠牲なの であ

る。もし，キ リス トの真の弟子になろ うと

い うのであれば，それ以下の犠牲であって

はならないのである。ある人はこ う言 うか.

も知れない。「もっと頑張ろうとは思 う。し

か し， この辺が僕 の限界だろう。」このよう

な態度 でいて，真 の弟子になれる とはとて

も思えない。

現代 の予言者の言葉 に耳を傾けてみ よう。
ヘ ヘ

キンボール大管長 はこっ言っている。「水潤

う庭，心地 よい木陰へ， また不変の真理 の

もとへ と心か ら招 きたいと思 う。

私たちと共に，確信 と安寧 と一致を得て

いただ きたい。ここには冷たい水が湧 き出

てお り，その泉は洞れ ることがない。

来て予言者の声 に耳 を傾け，神のみ言葉

を聞いていただ きたい。」(「大会報告1970一

.72」p.169)

そ うです。今まで話 してきたことの核心

はここにあるのです。私たちは，主を見い

だ し，主が私たちの頭 であられるというこ

とを知 る状態にまで到達する必要がありま

す。私 たちが主を受け入れ，高慢な心 を脱

ぎ捨てて人々に仕 えるならば，その時，私

たちは主の足跡をた どって歩んでい くので

す。

「何 を念 うとも
，念々われ を見 るべ し。

疑 うなかれ，おそるるなかれ。

わが肋の突 き傷 と， またわが手足にある

釘痕 を見よ。忠信なれ。わが誠命 を守れ。

さらば，.われ汝らに天の王国 をつが しむる

な り。アー メン。」、(教義 と聖約6：36-37)

◇ ◇
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タ イ の 列 車 転 覆 事 故 キ.。ル.オズボーン。一，、



ユ ーファ ・サ ブシムソンは 目の前の光景

を見て立ちす くみました。嫌悪感 と恐

怖に襲われ，かかわ りあいにな りた くない，

手伝 いもいやだ，引 き返 したい と思いまし

た。眼前に列車転覆の惨状が広が っていま

す。バ ン ・ボンか らの旅客列車 とタイ南部

行 きの貨物列車が駅の近 くで衝.突し，客車

が脱線 したのです。死者が大勢出て，重傷

者の数はおびただし く， まだ転覆 した車輔

の下敷 きになっている人がいました。

ユー ファはタイ婦人奉仕 団に加入 してい

て召集 され，奉仕団の青い制服 を着 るな り

現場へ駆けつけたのですが，惨状 を目のあ

た りに して思わず立 ちす くんでしまいまし

た。二の足を踏むユーファに，「小さなささ

や き」が聞こえたような気が しました。「あ

なたは末 日聖徒。人々に光を輝かせなさい。

強 くなって，我慢 して，勇気 を出 して，助

けに行 きなさい。」ユーファはその声に力を

得て，ひ とつ深呼吸 をす ると，車輔の下か

ら人を引っ張 り出 した り，病院移送の用意

をしたり， とにか く鳥肌の立つ ような仕事

にとりかか りました。

あたり一面血に汚れ，悪臭が漂 っていま

したが，ユーファは決然 として立ち働 きま

した。やがて重 いガソ リンタンクにつぶさ

れそ うになっている女性 を見つけたので駆

け寄 ると，その女性 は妊娠中でした。.それ

も出産間近な様子で した。そ して， タンク

をどけている最 中に赤 ちゃんが生 まれ まし

た。当惑 したユーフ ァはその場か ら離れま

した。勇気をもう一度振 るい起こすのに時

間が必要だったのです。

ユー ファが落ち着 く場所を求めて放心 し

たように手探 りで歩いていると，突然ひ と

りの婦人が棒 を振 り上げて，「おまえのため

に私の子供 たちが死んだんだ!お まえたち

が怠けたせいで，油断 したせいで何てこと

になったか，よ く見てごらん!」 と怒鳴 り

なが らユーラァに向ヵ・って きました。ユー

ファは後ずさ りしてその女性の手から逃が

れましたが，彼女の勢 いには面食らってし

まいました。彼女はその事故で2児 を失い，

ひ とりの遺体は まだ見つか らないというの

で半狂乱になっていたのです。可哀想なそ

の母親は，噛ユーファの制服 を見て鉄道員 と

間違 えたので した。

ユーファは一生懸命心を落ち着けて， 自

分は鉄道で働いているのではない，救助 を

手伝 いに来ただけだ と説明しました。3人

の警官が騒 ぎに気づ いて，逆上 しているそ

の女性に，ユーファに危害 を加 えれば逮捕

す ると警告 しました。

「もし私があの母親だったらどうかしら」

とユーファは考 えました。.「私 も悲 しくて気

が変になる.のではないかしら。」ユーファは

警官の方 を向いて言いました。「い鵡 どう

かそっとしておいて下 さい。悲 しくて取 り

乱 していらっしゃるだけなんです。」驚いた

警官は，その女性はユーファを殴 ろうとし

ている，放っておいた らまた殴ろうとする

でしょうと言い返 しました。

ユーファはそれに答えて言いました。「い

いえ，そんなこと，怖 くありません。神は

私たちがみんな兄弟姉妹だ と教えておいで

です。私 たち，お互 いに愛 し合わなければ

いけないんです。この方 は私 を叩いた りし

ませ ん。」

警官は疑わ しげに女性 をつか まえていた

手を放 し，ユー ファはまた仕事に就 ききし

た。胸が裂かれるように辛い， 困難な仕事

は， それから何時間 も続 きました。

数 時間経った頃，救：援者の間に0型 の血

液の人はいないか と声がかか りました。少
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女の手術に0型 の血液が必要なのに病院に

は もうない とい うのでした。血液がな くて

手術できなければ，その子は助か らない と

い うことです。ユーファが名乗 り出て，車

でそのまま病院へ直行 し，必要 な献血 をし
.ました
。彼女はそれまで献血 をしたことが

あ りませんでしたが，緊急事態のため，普

通の採血量より多い血液が取 られ ました。

病 院に も職員に も緊迫感が漂 っていました。

ユーファは採血 した後は休 まなければな ら

ないことを知 らなかったので，す ぐ病院を

出て，また事故現場へ戻 りました。

日暮れ近 くになると大変な仕事 もようや

く終わ り，ユーファの思いは子供たちに飛

び ました。帰宅の準備 はすんでいます。 し

か し，帰 る前にボランテ ィアの人たちはユ

ーファが先ほど献血 した病院に集合す るよ

うにという通達が，鉄道当局から出ていま

した。責任者が会 ってお礼を言いたいとい

うので した。

公衆衛生局長か らも感謝の言葉があ りま

したが，その話の最申に，事故 で悲 しみに

打ちひ しがれたさっきの母親が，だれかを

捜 しなが ら部屋に入って来ました。一緒に

いた医師が，「ユーファさんはおられませ ん

か」 と叫んでいます。ユーファは自分のこ

とと認め ざるを得 ない と観念 し，ため らい

気味に うなず きました。するとすでにユー

ファを見つけていたその母親が駆け寄 って

きてユーフテを抱 きしめ， そして泣き出 し

ました。

ユーファはそれに とまどい，医師の方を

見ると，.「あなたの献血でこの人の娘さんが

助かったんです。お礼が言いた くてこちら

まで伺 ったわけです」 と言われました。

涙なが らに感謝 を述べ る母親に，ユーフ

ァの顔には安堵感が広が りました。母親は
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言 いました。「どうして，そんなに平気でい

られるんですか。私が怒って殴 りかかっだ

時 もあなたは平静だった。なぜ， どうして，

そんなふ うでいられるんですか。」

ユーファの返事 は，先 に警官に言 ったこ

とと同 じでした。「教会では，私 たちはみん

な兄弟姉妹だからだれで も， どうい う.人で

もお互いに愛 し合わなければいけない と教

えています。」

この.やりとりを，公衆衛生局長 のマーチ

ン博士が見ていました。彼は，いったんは

悲嘆に くれ，今は喜びに泣 く母親に対 して

執 ったユーファの態度に強い感銘 を受けま.

した。

そのマーチ ン博士 とい うのが影響力のあ

る人で，以前に宗教部 を管轄す る教育局 の

局長 を務めていました。末 日聖徒 の宣教師

に ビザ制 限を課 していたのがこの宗教部 で

した。マーチン博士はユーファに好印象を

受けました。彼女が難 しい状況 を立派にさ

ば くの を見て，博士は末 日聖徒の宣教師の

働 きの実を認め， ビザ制 限の緩和に尽力す

ると約束して くれ ました。

一方
，感謝でいっぱいの母親は，教会 と

教会の教 えについてユーファにあれこれ聞

きました。

「子供 の葬式がすんだら
， おた くの教会

に行 ってもいいですか。」

「はい，いつで もい らして下 さい。」ユー

ファは答 えました。

いろいろなことがあった長 い1日 もよう

や く終わ りました。もちろん疲れ果ててい

ました。でも 「みたまのささや き」に従 い，

信仰 を実践 したという温かい気持 に満たさ

れて}ユ ーファは子供たちの待つ家へ急ぎ

ま した。

」



彼女は.

貧：しさを

捧げました

マ ー サ ・P・ テ イ サ ム

私 がチャン ドラー姉妹のお宅 に伺・たの
は2月 の寒い 日でした。 ノックをし，

聞こえない と悪 いので ドアを細めに開けて

「こんにちは
， おやすみですか?」 と声 を

かけ ました。

チャン ドラー姉妹 は，台所からゆ.っくり

と玄関に出ていらっしゃいました。背が低

くて腰が曲がっていて，歩 くと少 しびっこ

をひかれ ま.す。綿のロングスカー トが，だ

るまス トーブに くべ る石炭でその 日も汚れ

ていました。小 さな家の中を暖め るス トー

ブか らは，始終 目が離せ ないのです。 白い

髪に も石炭の汚れがつ き，疲れたお顔に79

年 の苦労が しのばれました。 しか しそれは，

冬 をしの ぐに十分な石炭 と少しばか りの食

べ物があれ.ばそれだけで幸せ です という穏

やか なお顔で もありました。

彼女が月わずか59ド ルで生活 していらっ

しゃるこ とを初めて知った時，私は まさか

と思 って 目を丸 くした ものでした。2部 屋

だけの家 で，ひと部屋には温度調節がで き

ないス トーブ とダブルベ ッ ド，古びたソフ
いた

アー，.それに傷んだ衣装 ダンスのセ ットが

置いてあ り， もうひ と部屋の台所には，小
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さなコンロ とテーブルに椅子が2脚 ，棚 に

なべ類や食器 と，食料が少し置いてあ りま.`

した。初めてお会 いした時は，水道 もお風

呂もなかったのです。

夫が彼女のホームテ ィーチャーになった

数年間，私たちは時々ふたりで訪 問しまし

た。夜の訪問だ と家の中が決まって真っ暗

で， ノックする と裸電球が ともり，訪問を

終えて車が動 き出す とす ぐ消えるのでした。

チ ャン ドラー姉妹が教会に入られたのは、

結婚 したての頃です。御 主人が教会員で し

た。彼女は支部 もステーキ部 もなかった当

時のことをよく覚 えています。教会 との接

触は，時々や って来 るひとりかふた りの宣

教師を通 じて しかあ りませんでしたが，彼

女は信仰をしっか り守っていました。イン

フルエンザが流行 した1918年 にふた りのお

嬢さんを亡 くした際，証によって支えられ

たとい う体験 を，・いつ ぞや伺ったことがあ

ります。

以前私が2，3カ 月扶助協会会長 であっ

た時，彼女から境遇についての ぐちを聞い

たことはありませ んで した し，教会に援助 ・

を求めてこられた.こともありませんで した。

でもお宅 をふたりで訪問して，お金がな く

なった頃には食べ物 をお持ちし，月末の福

祉年金が届 く1週 間位前には， どんなご様

子か私が必ず訪ね ることにしていたので し

た。

私の訪問を受 けたチャン ドラー姉妹は 目、

を輝かせ ました。「さあ， どうぞ ノ ちょう

どお昼をいただいていたところです。」チ ャ

ン ドラー姉妹はお となしい方で，いつ もさ

さや くように話 をされます。

「どうぞ， そのまま召 し上がって下 さい。
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お 食事 しなが らお話で きます」 と私は言吟

ました。

そっ と彼女のひじを支えて，一緒にゆっ

く.り台所の方へ歩 いて行 くど，チ ャン ドラ

ー姉妹 はタンスの前で立ち止 まり・一番上

の引出 しか ら何か を取 り出 しました。その

時彼女の昼食にちらっ.と目をや ると，.小麦

粉 と水で作ったおかゆだけでしたq

「チ ャン ドラー姉妹，失礼ですが食べ物.

は今 それだけなのですか。」

「はい
， そうです。で も大丈夫です よ。

きょうあす にも年金が届 きますか ら。ねえ，

これ，監督に届けて下 さいませんか。」チャ

ン ドラー姉妹は しわの寄った献金の封筒 を

私の手に握 らせ ました。「今月はホームティ

ーチ ャーがいらっしゃらないし， 自分 では

もう教会に行けないんです。これ，什分り

一です
。どうぞ渡 して下 さい。」

私は灰色の封筒をじっ と見つめま.した。

・「いいえ，主はあなたに什分の一を求めて

なんていらっしゃいません」 と言いたい思

いが胸にいっぱいで したが，心の底 で小さ

な声が ささや きました。「この人の祝福 を奪

ってはな らない。」

私はけんめいに涙 をこらえてそそ くさと

挨拶 し，彼女に差 し上げ る食物 をそろえに

車を飛ば しました。

チ ャン ドラー姉妹は もうこの世にはお ら

れませ ん。で も私は，犠牲について，真心

につ いて，彼女が教 えて下さった大籾 な教

訓 をいつ も思い出します。チャン ドラー姉

妹に とっては，主に対する責任 を怠 るこ と

よりひもじさに耐えることの方がたやすか

ったのです。
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十二使 徒評議員会会 員 ジ ェ ー ム ス ・E・フ ァ ウ ス ト

ピ ラ トは 「真理 とは何か」(ヨ ハ ネ18：

38)と 問 いかけています。これは，人

類が長い間，尋ね求めてきた大問題 です。

人はだれでも自分の力で何が真理 であるか

を知らなければな りません。次に問題 とな

るのは， その真理をどこで見つけたらよい

か といっことでしょっ。

アメ リカの牧師ラッセル ・コンウェルが

語った有名なダイヤモンドの話があ ります。

昔，ペルシャにア リ ・パフ ィッ ドとい う

果樹園や畑，土地 を数 多く所有 している大

地主がいました。彼は金貸 しもしていまし

た。家族にも恵まれ，満 足した毎 日を送 っ

ていました。お金に困ることもなかったか

ら満足した生活 もできた し，満足 した生活

をす るか らまたお金も貯 まってい くとい う

状態でした。

ある日， ひとりの年老いた祭司がア リの

ところに来て，親指 くらいのダイヤモン ド

があれば，このような農園を12も 買 うこと

ができると言いました。ア リは尋ね ました。

「そのダイヤモン ドは どこで見つけ るこ と

ができるか教 えて下 さい。」

祭司は言いました。「高 い山の間を流れ る

川の 白い砂地 のところを捜 しなさい。その

白い砂の 中に，ダイヤモン ドが きっとある

で しょう.。」

「それ じゃ，さづそく捜 してみ よう。Jア

・りは決心 しました。

ア リは自分 の農園を売 り，貸 していたお

金を集め，家族の世話を隣人に頼んで， ダ

イヤモン ドを捜 しに出かけ ました。1アリは

方々の地 を巡 って旅 を続け ました。

一方，ア リの農園を買った人がある時，

らくだに水 をやっていました。.らくだが浅

瀬に鼻 をつけて水 を飲 もうとした時，その
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男は流れの底に何か不思議 な光を放つ もの

があるのに気がつ きました。水の中か ら拾

い上げてみると，黒い石の表面に目のよう

なものがあってそれがきらきらと輝いてい

るのです。それか ら間 もな くして，この男

の家を訪れたあの老祭 司は，黒い石の中で

放つ ものがダイヤ モン ドであることを知 り

ました。ふたりは農園に飛 び出 し，指で白

い砂をか き分け，無数 の美 しい高価な宝石

を手にしたので した。これが古代史上最大

のダイヤモン ド鉱 山と言われ るゴル ゴダ鉱

山の始 まりです。 そのような訳で， もしア

リ ・ハ フィッドが見知 らぬ地 を旅するより

も自分の家 にいて地下室か畑の どこか でも

掘 っていれば，無数のダイヤモン ドを見つ

け るこ とが できたでしょう。

真理の探究 もア リ・ハフィッ ドがダイヤ

モン ドを捜 しに出かげたこ とと似ていると

ころがあ ります。真理はどこか遠方の地に

しかないように考えることがありますが，

本当は私たちの足元に横たわっているので

す。

ウインス トン・チ ャーチルは，「人は時 と

してほとんど偶然 としか思えないような真

理 との串会いを経験す る。 しか しほとん ど

の人がそのことに気づかないでいる」 と言

っています。

歴史上最 も重大な裁判のひ とつは， ソク

ラテスの裁判でしょう。アテネの法廷で彼

が有罪 を宣告された理由はふたつありまし

た。ひとつは，ソクラテスが無神論者であ

り，当時の一般に信 じられていた神 を信 じ

なかったか らです。2番 目の罪状は， ソク

ラテスが若者たちに， アテネ社会 を牛耳 っ

ている賢者 と呼ばれる人たちの言 うことが

真実なのか どうか 自分 自身で吟味 してみる

ように影響 を与えたことです。それが 「若

者たちを堕落させた」 ということになった

ので した。 ソクラテスは501人 の陪審員の

多数決によって有罪 とな り，獄で処刑 され

ました。

真理に到達するという点に関して教会の

指導者は，若人が 自分の力で考 え，真理 を

捜 し求めるように励ましています。若人は

よく考 え，研究 し，よ く検討 した上で， 自

分の良心の導 くままに神のみたまによって

真理 を知るようにな らなければな りません。

ブ リガム ・ヤングは次の ように述べ てい

ます。「私は， この 民が指導者 をあまりに

も信頼 し過 ぎて， 自分たちが神によって導

かれているか どうか 自分 自身で神に尋 ねよ

うとしな くなることをことのほか憂慮 して

いる。私は彼 らが，盲 目的な 自己保全の状
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態の中に安住 してしまうことを怖れている。

……男女を問わずすべての人々は
，神のみ

たまのささや きによって，指導者が主の導

かれる道を歩んでいるか どうか 自分 自身で

知る.ように努力しなければならない。」(ノb〃処

欄1(ゾ 」財s60π駕θs「説教集」9：150)こ の

ようにすれば，いかなる人 も欺かれ ること

はないでしょう。
さが

探 し求めることは，その真理 が霊的なも

のであれ，科学的なものであれ， あるいは

道徳的なものであれ，すべ ての真理 を知 る

鍵です。

イエス ・キ リス トの福音が回復 され，そ

れに伴っていろいろな事柄が明 ら.かにされ

たのは，14歳 の.少年 ジョセブ・ス ミスが次の

言葉に導かれて真理 を尋ね求め たか らです。

「あなたがた.のうち
，知 恵に不足 している

者があれば，その人は， とがめ もせずに惜

しみな くすべての人に与える神に，願 い求

めるが よい。そうすれば，与えられ るであ

ろう。」(ヤ コブ1：5)

長 い間の法廷での経験 を通 して，公正 さ

を得 るとい う意味での真理は，徹底的にそ

れを追究することによってのみ到達 し得 る

ことを私は学びました。

教会員は対象が書物 であれ何 であれ，あ

らゆるものか ら学問 を求めるように勧め ら

れています。なぜな ら，「もし何にて も，徳

高 きこと，好 ましきこと， よき聞 えあるこ

と，あるいは褒むべ きことあらば，われ ら

はこれをたずね もとむるものなり」(「信仰

箇条」13条)と あるからです。

シバの女王はソロモンの名声 を聞き， そ

の評判の知恵 と富，豪華な邸宅が うわ さに

違わぬものか どうかを見るために， ソロモ
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・叫 とを訪れました・聖書にぽ・
.「難閏を

もってソロモンを試みようと」(歴 代下9：

1)し た と記されています。シバの女王は

ソロモ7の 答 えに満足を覚 え，次の ように.

言 っています。「わたしが国であなたの事 と，

あなたの知 恵について聞いたうわさは真実

でした。」(歴 代下9：.5)

この世に生 を受けた人ならばだれでも一.

度 は考 え， そして自分でその答 えを見いだ

さなければならない根本的な問いについて

ア ミュレクはモルモン経の中でこう述べて

ヤ・ます。「私 はあなたたちの胸の中には，神

の道がはたしてその御子(イ エ 夙 ・キリス

ト)、にあるか， またはキ・リス トが本 当に降

臨 し.たもうか と言 う大 きな疑問があるこ と

を知 っている。」(ア.ル マ34：5)

しか し尋ね求める人々の中には，真理 を

求めないで論争に走 る人がいます。誠実に

学問 を求め ようとせずに，議論 をす ること

を望み，見せかけの学 問を誇示 し，争いを

起 こそ ケとす.るのです。

パウロはテモテに宛 てた手紙の中でこう

言っています。「愚かで無知 な論議 をやめな

さい。それは， あなたが知 っているとお り，

ただ争 いに終るだけである。」(IIテ モ テ2

：23)

私 た ちは皆， 自由意志を授けられてい ま

す。 したが って，主か らの霊感，善 と悪，

真理 と偽 りを見分けて最終的な決定 を下す

のは，私たち一人一人の責任 です。J・ ル

ーベ ン ・クラー グ!ジ ュニア副管長は次の

ように語 っています。

「教会は
，教会幹部 が語る言葉が 『聖霊

によ りて感ずるまま.に』語ちれた言葉か ど

うか を聖霊 の証 を通 して教会貝に告げ知 ら

鮎
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せ るであろう。 そして時至 らば，その知識

は明らかにされ るはずである。」人は皆，自

分 の最大の幸福 を産み出す価値 について，

それを受け入れ るかあるいは捨て去るかの

選択 をしなけれ.ばならないのです。

「真理 とは何か」 とい うピラ トの問いか

けについて考える時，フランシス ・べ一コ

ンの次の言葉を参考にしてみて下さい。.「真

理 には3つ の領域がある。ひとつは疑問を

持つ こ.と，すなわち尋ね求めることである。

次に，知 ること，馳すなわち存在 を認めること

である。第3に ，信 じるこ と，すなわちそ

れを楽 しむ ことである。」

ハ ロル ド・B・ リー大管長は，あ らゆる

所で教会.の指導者に，時間をとって心によ

く思い計るように，世事 を離れてよく自己

を評価するように勧告 してきました。 これ

は私 たちすべてにとって非常に意義ある勧

告です。

私 たち一 人一 人が知識 と真理 に到達する

鍵は，教義 と聖約の9章 に記 されています。

そこには，「心の中によく思い計 り，……そ

して願 うこ と正 しか らば， その時われ汝の

心 を内に燃や さん」(教 義 と聖約9：8)と

約 束されています。

数多くの事黙 集めることは非常に有益

で効果 のあるごとですが，そこでも尋ね求

め る気持ち(探 究心〉を忘 れてはなりませ

ん。「真理は精緻で寸分の狂いもない部分か

ら成 り立 ってい るものではな く，全体 とし

て正 しい印象 を伝 えるものである。そこに

は単なる事実が語 る以上の真理 の広が りが

ある。詩篇の作者は，『人々があなたのおき

てを守 らないので，わが 目の涙は川のよう

に流れます』 と記している。作者はここで

事実 を述べて はいないが，事実以上に深い

真理 を述べてい.る。」(ヘ ンリー ・アルフォ

ー ド)
、

神のみたまの導きによって熱心 に求める

人々は，みたまだけでな く，真理 を求める

人々の助け を受けることができる。 トマス・

カー ライルは次のように述べている。「私た

ちの心の中から出て くる純粋な真理には，

真理 を愛す るすべての人々の心 を魅了する

ものがあることを，私は知っている。」

真理の探究について， シェー クスピアが

『ハム レット』の中で述べた名言には時代

を超越 した重みがあります。「いちばん大事

なこ とは，おのれに誠実なれ， ということ

だ。さ.すればか ならず，夜が昼につ ぐごと

くに じゃな，他 人に対 して も誠実ならざる

を得ん。」(「ハムレッ ト」三神勲訳)

しか し真理について述べ られた救い主の

言葉 ほど偉大な ものはないでしょう。「また

真理 を知るであろう。そ して真理 は，あな

たがたに 自由 を得 させ るであろう。」(ヨ ハ

ネ8：32)さ らに救い主はこう続けていま

す。「わたしは道であり，真理であり，命で

ある。だれでもわに しによらないでは，父

のみ もとに行 くことはで きない。」(ヨ ハネ

14：6)「 だれで も真理につ く者は，わたし

の声に耳 を傾ける。」(ヨ ハ ネ18：37)

自分 をより向上 させ ようと努力 している

人はだれで も，謙遜に正直に尋ね.求め， 自

分の思 いと知識，そ して生活の中でどこに

真理があるか見極めなければならないので

す。

33



'%
'

一;こ 三

か つて・家が隣合 わせ のふた りの少年が
いました。ふた りは同い年で したが，

どうも仲良 くできな.いでいました。そんな

ある日，すべてのことが変わ り始めたので

す。ここに載 っているのは，そのふた りの

少年が最近アーバ ダ ・コロラ ドステー キ部

ア ップルウ ッドワー ド部で述べ た証です。

ふた りは現在 そこで執事の職にあ ります。

「愛す る兄弟姉妹の皆 さん，ぼ くはきょ

う友情 ということについて話 したいと思い

ます。特にぼ くがある少年 とどのように し

て真の友人になれたかについて話 したいと

思います。その少年の名前はマ ッ トと言い

ます。ぼ くは彼 をよ く 『い じわるマ ッ ト』

と呼んでいました。彼はそれに腹 を立て，

ぼ くにけんかをふっかけて きました。そし

ていつ もげんこつのな ぐり合 いか ら石 のぶ

つけ合いにな りました。ぼ くは腹いせ にさ

んざんに彼 をな ぐりつけました。彼はよ く

目をはらした り鼻血 を出した りしなが ら家

に帰 りました。

ぼ くはいつ もこの友だちの注意を引いて，

しっと心を起こさせ ようとしました。彼は

腹を立ててぼ くにかかってこようとするの

ですが，けんか では たいてい いつ もぼ く

が勝つ のです。 それ で も時 々，ぼ くをう

「 番いやな奴」

を教会に

連れて来る

話

ショーン ・ベル

マ ッ ト ・テ イラー
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らや ましが らせ ることがあ りました。それ

は彼が新 しい自転車を買った時や家族そろ

って何かをする時です。そんなある晩，彼

はぼ くを家庭の夕べ という会に招待 して く

れたのです。ぼ くが教会に関心 を持 ち始め

たのはその時からぞす。あとになってぼ く

はバプテスマを受けました。

この話はぼ くの隣人マ ット・テイラー と

の本当の話です。ぼ くたちはふた りともと

て も活発な教会員にな りました。スカウ ト

活動 もや っています。今 ではけんか もせず

何の問題 もな く一緒にいろい.うな活動 をし

ています。ぼ くは感謝 しています。マ ラト

がぼ くを教会 に連れて来て くれたことを感

謝 しています。みなさんもだれか友だちを

教会に連れて来 られるように願 ってい ます。

そ うすれば彼らもきっとぼ くと同 じような

気持 ちを味わえるでしょう。」(シ ョーン ・

ベ ル)

「愛す る兄弟姉妹のみなさん
，ぼ くはみ

なさんもよくご存 じのぼ くの隣人ショ』 ン・

ベル との友情 について話 したいと思います。

ショー ンが隣に引越 して来たばか りの頃，

ふたりの間にはいつ も問題が ありました。

ぼ くがショー ンと会 った最初の 日，彼はぼ

くにお もちゃの トラックを投げつけ ました。

それが顔 にあた り，ぼ くは鼻の下 と左 目の

上 を切 ってしまいました。

また幼稚園では，ぼ くが午前の クラスで

ショー ンは午後の クラスでした。 ショーン

はよ く幼稚園に行 く途中，家に帰ろうとし

ているぼ くを待 ち伏せ しました。そしてぼ

くをな ぐってか ら幼稚園に行 きました。ぼ

くは鼻血 を出 した り唇 をは らした りして家

に帰 ることがよ くあ りました。

ぼ くは9歳 の時バプテスマを受けて教会

に入 りました。ち ょうどショー シがぼ くと

一緒に教会に行 き始めた頃です
。そして去

年の2月 ，彼 はバプテスマ を受けて教会に

入 りました。ショー ンとぼ くが一緒に教会

に行 くようになってか らふた りは兄弟のよ

うにな り，スカウ ト活動 も楽 し くや るよう

になりました。スカウ ト活動 のおかげで，

シ ョー ンとぼ くはたい した問題 もな く何で

も一緒 にするようにな りました。

この話か ら本当の友情 というものがわか

って もらえたらうれ しく思います。みなさ

んも 『一番いやな奴』のうちのひ とりを教

会 に連れて来 られるように願 っています。

ぼ くは教会が真実 であることを証 します。」

(マ ッ ト・テイラー)
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聖典腕だめし

ジ ョ ン ・A・ トベ トネ ス

「歴 史は測 返す・ と言われているの1ま

御存 じで しょう。 これは， いろいろ

な意味で興味深いことです。で も，聖典 の

中に も同 じか，あるいは似たような出来事

が繰 り返 し出て くるという事実を発見す る

ならば， もっとこのこ とに興味を覚えるに

違いあ りません。

これ均・ら幾つかの例 を挙げますので，標

準聖典の中にそれ と同 じような場面がどの

くらいあったか思 い出 して下 さい。

それぞれの例に対 してひ とつずつわかれ

ば，ある程度聖典 を読んでいるか 日曜学校

のレッスンを大変 よく覚 えている人です。

ふたつずつあげられれば，セ ミナ リーか

インスティテユー トの教師になれ るかも知

れません。

わかったのが全部で5つ 以下の方，あな

たは毎 日聖典 を読むこ とを考 えて下さい。

1.少 ない食べ物が大量に増える

1.2.3.

II.水 が ふたつ に分かれて人々が通れ る

ようになる

1.2.3.

う

1. 2. 3.

V.地 上 に3日 間の暗やみが続 く

1.2.3.

VI.予 言者の前に光の柱が現われる

1.2.3.

田.エ ラ イ ジ ャ と モ ー セ が 鍵 を 授 け る た

め に 戻 っ て くる

1.2.3.

V皿.海 を渡 って約束の地に到着する

1.2.3.

IX.き きんか ら逃れるためにエ ジプ トへ

旅す る

1.2.3.

X.王 の夢 を釈 くように求め られたイス

ラエル入が他国の総督 になる

1.2.3.

III.死 ん だ 少 年 が 生 き返 る

1.2.3.

IV.命 を守 るために，妻を妹である と言

XI.地 に倒れた り示現 を見た りすること

に よって不信者が改宗 される

1.2.3.

解 答 ：聖典にはゲこのほかにも似たよう

な状況が幾つかあると思いますが，ここで
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は一応の解答例 を挙げてお きます。

1.エ リヤ は ， ザ レ パ テ の や も め 女 の パ

ン と 油 を 増 や し ま し た 。(列 王 上17：

10-16)ま た ， 彼 の 後 継 ぎ の エ リシ

ャ もパ ン と穀 物 で100人 の 入 々 を養 い

ま し た 。(列 王 下4：42-44)こ れ

と 同 じ よ う な 方 法 で ， イ ェ ス ・キ リ

ス ト も魚 とパ ン を5千 人 に 分 け 与 え

られ ま した 。(マ タ イ14：13-21;マ

ル コ6：30-44;ル カ9：10-17;

ヨハ ネ6：1-14)

II.こ れ は ， イ ス ラ エ ル の 民 が カ ナ ンへ

向 か う途 中2回 起 こ り ま し た 。1回

目は 紅 海 で(出 エ ジプ ト14：21-30)，

2回 目は ヨル ダ ン川 で です 。(ヨ シ ュ

ア3，4)

nl.エ リヤ は こ の よ う な 奇 跡 を行 な い ま

し た(列 王 上17：17-24)が ， 彼 の

後 継 ぎ で あ るエ リシ ャ も そ う で した

(列 王 下4：18-37)。

IV.ア ブ ラハ ム は ， 自分 の 命 を 守 る た め

に2度 この 方 法 を使 い ま した 。(創 世

12：10-20;20：1-18)ま た ， そ

の 息 子 イ サ ク も 父 の模 範 に な ら い ま

した 。(創 世26：1-11)

V.出 エ ジ プ ト記 時 代 ， 斗 ジ プ トは 暗 や

み と い う 天 災 に 見 舞 わ れ た こ とが あ.

り ま.す。(出 エ ジ プ ト10：21-23)ま

た ， キ リス トが 十 字 架 に お か か りに

な っ た 時 ， ア メ リカ 大 陸 に は3日 間

の 暗 や み が 続 き ま した 。(IIIニ ー フ ァ

イ8：1-10：9)同 様 に ， 旧 大 陸 は

3時 間 の 暗 や み に 包 まれ ま した 。(マ

タ イ27：45;ル カ23：44-45)

VI.聖 典 で は ま ず ， 何 度 か に わ た っ て モ

ー セ が そ の よ う な 火 柱 を 見 て い ます
。
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(民 数9：15一 一17;雲 の 柱 出 工「ジ

プ ト33：7-11， そ の 他)そ の ほ か で

は ，.リ ー ハ イ(1ニ ー フ ァ イ1：6)

ジ ョセ ブ ・ス ミス(ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス2：16-17，30，43)に 火 柱 あ る

い は 光 の 柱 が 現 わ れ ま し た 。

皿.こ れ は ， 変 貌 の 山 で ペ テ ロ， ヤ コブ ，

ヨハ ネ に1度(マ タ イ17：1-4)，

カ ー トラ ン ド神 殿 で ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス と オ リヴ ァ ・カ ウ ド リに1度(教

義 と 聖 約110：11，13-16)起.き て

い ます 。

V皿.ま ず ， ノ ア.が 西 半 球 か ら東 半 球 へ 渡

り ま した 。(創 世7，8)一 方 ジ ェ レ

ド(イ テル6)， ミュ レ ク(オ ム ナ イ

14，16;モ ー サ ヤ25：2)， リー ハ イ

(1ニ ー フ ァ イ17，18)は ， 逆 に 東

半 球 か ら西 半 球 へ と移 動 し ま した 。

皿.ア ブ ラ ハ ム(創 世12：9-10)と そ

の 孫 ヤ コ ブ(創 世42-45)は ， き き

ん を 逃 れ る た め に エ ジ プ トへ 移 され.

ま した 。

X.こ れ は ， ヨ セ ブ(創 世41)と ダ ニ エ

ル(ダ ニ エ ル2-4)に 起 こ り ま し

た 。

】q.こ れ は ， ア ル マ の 息 子 の 上 に 起 き ま

した 。(モ ー サ ヤ27：10-32;ア ル マ

36=6-10)ま た ， ラ モ ー ナ イ 王 と
きさき

后， そ の 僕(ア ル マ19：1-29)， さ

らに ラ モ ー ナ イ王 の 父 親(ア ル マ22

：17-26)も そ の よ う な 経 験 を し ま

した 。

さらに詳 しく知 りたい方は，聖句 を参照

して下 さい。



公正な異邦人

ウ イ リ ァ ム ・G・ ハ ー ト リー

"闇F

過 去150年 間・教会は憎悪の波を搬 か
くぐり抜けてきました。教会歴史をひ

もとけば，襲撃，殺人，放逐，新聞や小説
ちようろう

家か ら受けた嘲弄，反モルモンの法律，地

方や連邦の偏見を持った役人，宣教師への

冷淡な待遇が子細に語 られています。 しか

し，一方で不偏な目を持った非教会貝が，

好意的な立場や中立的な立場か ら教会員の

擁護 に立ち上が り，あるいは教会員の実態

を公平に とらえようと努めたことを忘れて

はな りません。次にその ような教会外の人

人か ら寄せ られた助力を想起 しなが ら，感

謝 を新 たに したい と思 います。

パ ルマ イ ラ

ス ミス家を知 っていた住民は ごく少数で

した。 ところが1830年 代 に，反モルモンの

作家が この変わった新興宗教を叩こうとし

て，パルマイラの住人から，ジ ョセブ ・ス

ミス と家族 を怠け者のろくでなし呼ばわり

す る供述書を取 りました。ス ミス家 を身近

に知 る隣人たちの見方はそれ と違っていま

したが，その中のひ とりであるオー ラン ド

ー ・ソーンダーズ氏は
，迫害 を受けていた

ス ミス家族の人柄 をこう記述 しました。

「私はス ミス家の皆 さんをよく知 ってい

おや じ

ました。……親父 さんは桶や樽の製造，修

理 をしていて，何 日もうちの仕事 をみんな

でして くれました。みんないい人たちでし

た。ヤ ング ・ジョー(と 呼んでいたのです

が)あ の子 は私の仕事 をして くれて，実 に

働 き者 でした。…・・病 気の時などは近所一

番の頼 りになる一家で，私の父が死んだ時
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はひとりが始終つ ききりで手伝って くれた

ものです。みんなが， ス ミス家の人たちは

正直者だと思 っています。ここを発つ時に

幾 らか金 を貸 したのですが……引越 して行

ってか ら1年 位 して， ぴとりが借金を返 し

にわざわざ戻 ってきたほ どです。」1

ジ エ ー ム ズ ・K・ ポ ル ク 夫 人

〔ワ シ ン トンD.C.1846年 〕

モルモン教徒の男女子供が，住む家 もな

くインディアンの土地 に仮住 まいしていま

した。 ノーヴーか らの避難民で した。テン

トや幌馬車や粗末 な丸太小屋が，貧窮 と飢

餓に常時見舞われていました。こうした苦

境は東部の富裕な人々の胸 を打ち，アイル

ラン ドのじゃがいも凶作で大量の餓死者が

出た時には，す ぐさま義援金や 食糧が集め

られたので した。 そこでモルモンの長老た

ちが教会外の援助 を求めに東部へ派遣 され，

窮状 を説明 した際 も，豊か な人々は再び同

情を示 しました。

ワシン トンD.C.の 新 聞，「デー リ「・ユニ

ォン」2はこう書いています。「(アイルラン

ド人を援助 した)同 じ入々が一千五百の同

国人を平穏 な家か ら追放 し，飢えと寒 さで

行 き倒れにさせた と言わせてよいものであろ

うか。そうではないことを望む もあである。」

続吟て 「モルモン教徒救撞の婦 人テ ィー ・

パ=テ ィー」の広告が載 り，新聞社の報告

によれば，..ユ846年10月に ワシン トンで盛大

なテ ィー ・パ"デ ィーが開催され，有名人

が 多数 出席 しました。

「市長や牧師を先頭に町 中のあらゆる階

級，宗派の婦人たちが，この事業に熱心に

協力 したこ とを， この場で報告 しよう。マ

ジソン前大統領夫人， ポルク(大 統領)夫

人，マ コム大将夫人，その他有力者，有名

人，首都の麗人たちが この慈善事業にこぞ.

って参加 した。」

客は50ド ルの切 符を買い，賛助出演のマ

リーン楽団と人気ボー カル ・グループの演

奏 を聞 きました。数軒の家がモルモシ避難

民宛の衣料 と寄付金を集め る場所にな りま

した。

卜 一 マ ス ・L・ ケ ー ン 大 佐

〔フ ィ ラ デ ル フ ィア1850年 〕

ペ ンシルベ ニア歴史協会の会員たちは，

トーマス ・L・ ケー ンが立 って演説を始め

ると静 まりました。ペ ンシルベニアの名門
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であ り，著名 な判事の子息であったケニ ン

大佐は， ノーヴー脱出のモルモン教徒 の間

で見聞 した西部の状況について正式な書状

を読み上 げました。彼は， ノー ヴーを逃れ

る様子，避難民の貧困と悲惨な状態， モル

モン大隊の召集 に快 く応 じたこ とやユ タに

おける開拓の状況につ いて，雄弁に説明.し

ました。

演説が好評だったため，ケーン大佐 は，

モルモンの長老の勧め もあ り，それ を 「モ

ルモ ン教徒」 と題す る84ペ ージの 「実 に享

派な」本に して出版 しました。ケー ン家が

ふたつの版それ ぞれ千部ずつを出した費用

を持ち，上院議員全員，下院議員の大半，

大統領，行政府幹部，その他有力者に一部

ずつ送 りました。

彼が聖徒たちにこれほ.どの関心 を寄せ た

のはなぜでしょうか。ヶ一 ン大佐は，フ ィ

ラデルフ ィアのモルモン教徒の大会に出る

4年 ほど前か ら，モルモ ンに興味 を持 って

いました。その後，ジェシー ・C・ リトル

長老 とモルモンの思想について数時間も話

し合い，ワシン トンD.C.で の リトル長老 を

支援す る手紙 を書き，さらには彼に同行 し

て，モルモンの避難 キャンプを訪れたので

す。ケー ン大佐は， あるテン トの近 くで，

聖徒のひ とりが一心に祈 っているのを漏れ

聞きました。その大佐の目か ら涙がこぼれ

ました。「あなたがたの真剣で必死な気持 ち

がよ くわか りました」 と，大佐は リトル長

老に語っています。

ケー ン大佐は避難 キャンプで重 い病気に

かか りました。手厚 い聖徒たちの看護 によ

って回復 しましたが，その間モルモン教徒

の 日常生活をよく見ることができました。

彼は東部へ帰 る途中で，荒廃 したノーヴー

市に立 ち寄 りました。ニュー ヨー クのアル

バニー では危篤寸前まで病状が悪化 し，死

を予想した大佐は判事 である父親に， もし

権限があるならば連邦政府が聖徒たちに強

硬措置を加 えないようにして欲 しい と通知

しました。大佐は一命を取 り留め，得てき

た情報を じかに歴史協会で披露 したので し

た。

ケー ン大佐が 出版 した演説を，モ.ルモン

教徒 に同情的す ぎると批判 した人たちがい

ました。大佐はその意見を踏まえつつ，第

2版 では次の序文 を加えて自説 を貫 きまし

た。

「私は取 り急 ぎまとめた演説に対 して受

けた批判に，憤怒の情 を禁 じ得 ない。好意

的な友入でさえ，モルモン教徒が早 く世間

に受け入れ られ るた めに，彼 らの側 に立つ

ような論調は慎んだ方が よいと勧める。 し
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か し私にできることは，主張 をよ り明確に

することのみである。真実は真実以外の何

物でもない。私 は，モルモン教徒がいかな

る点において も我々の道徳水準 を下 げる人

人ではないことを断言 し，廉直 と通常社会

の平均 を越 えた清廉 な人格 とが，私が西部

で交際した人々の身上であること.をとくと

御理解いただき.たい と願 うしだいである。」

ケー ン大佐は一生涯，教会の 「東部にお

ける番人」 とな りました。ワシン トンD.C.

の政情について教会指導者に.話し，ある時

などはジェームズ ・ブキャナ ン大統領 によ

り派遣 された連邦軍 とモルモン教徒の調停

のため，率先 してパナマ を経由，ユ タへ向

かいました。1873年 に は，初めて妻 を伴い，

再度ユタを訪れました。ヤ ング大管長の案

内で南方にあるモルモンの村々を視察 して

まわったケー ン夫人は，率直な感想を手紙

や 日記に綴っています。夫人の父君が，1874

年 に彼女のユタ関係 の文書 をもとに，「現今

議会の敵意ある法律に威嚇 を受けているモ

ルモン教徒に対 して，同情 を喚起す る」た

め，「モルモンの12の 家庭」3という本を出版

しまレた。

チ ャ ー ル ズ ・デ ィ ケ ン ズ

〔リバ プ ー ル1863年 〕

英国では，有名な作家であ りジャ「ナ リ

ス トでもあったチャールズ ・ディケンズの

発行す る 「オール ・ザ1イ ヤー ・ラウン ド」

とい う雑誌 を， 多くの民衆が読んでいまし

た。1863年 に，デ ィケ ンズは， リバプール
さんばし

の桟橋から移民船 「アマゾン号」4が出航す

る模様 を取材し，記事 にしました。モルモ

ン教徒 の一行が乗船することを知 っていた

ディケンズは，「言う'に足れ りとあらば， も

っともそのはずだ と自分では頭から信 じ込
うんばく

んでいたのだが，彼らを論駁しようと思い，」

一緒に船に乗 り込み ました
。

しか しデ ィケンズは，同行 してみて驚い

々と読者に語っでいます』「腹黒い人間，酒

に溺れた人間，.口ぎたなくのの しった り下

品な言葉を使ったりす る人間がひとりもい

ない。」そしてそれ まで見てきた移民たちと

比較 して 「この入々は まるで違 っている」

と言い，長々 とした随筆 を書いたのです。

「彼らは2.時 間もかか らずに乗船 し
，全部

の昇降 口に独 自の見張 りを立 てた。9時 前

には船 内は整然 とし，軍艦.さなが らに静 ま

りかえった。」終 わりにこう述べ ています。
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「800人 もの団体があのような美しさ
，あ

のように頼 もしい見事 な働きぶ りを見せ る

のを他 に見いだすことはできないであろ う。」'

デ ィケンズは脚注の中で，1854年 に下院特

別委員会が，英国旅行者条令の下 でも，船

舶の快適 さ，安 全性においてモルモ ン教徒

の移民船ほ どに信頼 できるものはないと報

告 した一件 を紹介しています。

チ ャ ー ル ズ ・ア レ ク サ ン ダ ー ・ドニ フ ァ ン

〔.タバナクル1874年 〕

大管長会 に， モルモン教徒迫害当時か ら

の ミズー リ民兵指揮官がユタへ 向かって来

ているとい う情報が入 りました。ヤング大

管長の副管長であったジョー ジ6A・ ス ミ

ス長老は，す .ぐさまタバナクルで開かれて

いた 日曜 日の集会の席で，彼に賛辞 を送 り

ました。5その後，大管長会はア レクサンダ

ー ・ドニファン将軍 を伴い特別列車でユ タ

州プロボへ行 き，周迦 を案 内し，美食を振

る舞ったのでした。彼がそのような もてな

しを受けたのは どうしてでしょうか。ス ミ

ス長老は タバナ クルでの説教の中でこう言

っています。

「迫害の長い道程 の中
，民は時折，正義.

の擁護に巨星 とも言 うべ き人々に恵 まれて

いる。それは，侮辱 され る人民が，たとえ

…… 『モルモン教徒』 とい う不評判な呼称

を持 っていても，そのために被る不人気 を

もの ともせず，暴徒 たちめ暴力，殺人，虐
じゆう

待，あるいは財産の破壊，基本的人権の躁
りん

踊に公然 と抗議す る入々である。」

ミズー リで， ドニファン将軍はそのよう.

な 「巨星」6であることを自ら示 しました。

彼は ミズー リ時代の大半 を教会代理人と.し

て働 き，.州議会に選 出されると，新 しく北

方にふたつ の郡 を聖徒 たちの避難地区とし

て設け るのに尽力しました。そ して，民兵

指揮官 として，ジ ョセブ ・ス ミスを殺害せ

よというサ ミュエル ・D・ ルーカス将軍の

理不尽な命令 を拒み，ルーカス将軍にこう

警告 したのです。

「それは残忍な殺人です
。小官は閣下の

命令 には従 い ませ ん。 わが隊 は， 明朝8

時，.リバティーに向かいます。 もし閣下が

これ らの人々に刑 を執行 され るなら，神に

誓って法廷の前に閣下の責任 を問う覚悟 で

あります。」7

ヒ ュ ー バ ー ト ・ハ ウ ・バ ン ク ロ フ ト

モルモンの長老2名 .が， テネシー州ケー
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ン ・クリークでひと りの暴徒の手にかか っ

て亡 くなってか ら10年 に もならない頃， モ

ルモン教徒ではない立派な学者が，公正 な

目で見たモルモン教徒の歴史 を初めて世 に

出しました。バー クレーにあるカ リフォル

ニア大学 の有名 なバ ンクロフ ト図書館は彼

の名にちなんだものですぷ，そのヒューバ

ー ト・ハウ ・バ ンクロフ トは，ユ タも含め

て西部諸州の州史 をまとめ ようとし，助手

たちと共に，何年 もかけて西部 に関連す る

資料を山 と集め ました。中に，教会歴史家

から得た詳 しいユ タの歴.史も含 まれてい ま

した。そ して1889年 ， バンクロフ トの手に

なる 「ユタの歴 史」が発行 されたのです。

それは，「19世紀におけるおそらくは最 も優

れた，最 も偏見のないユタの歴 史」 と評価

され，いろいろな形で聖徒たちの弁護，擁

護に役立ちました。8

1896年 にユタがつ いに州になると，反モ

ルモンの風潮 も時折思い出したように小暴

発を起こすだけで，下火にな りました。20

世 紀の初め，国民はモルモン教徒 を無視す

るか，せ いぜ い珍 しいものを見るといった

風でした.が，以後聖徒たちがユ タ州 を出，

政治，経済，教育界に頭角 を現 わすにつれ，

モルモン思想は容認 どころか賞 賛さえ受 け

るようになりました。

卜一 マ ス ・ニ ク ソ ン ・カ ー バ ー

・その好意的な評価の例が
，ハーバー ド大

学の農業社会学者 トーマス ・ニクソン ・カ

ーバーの見解です。彼は1922年4月6日 に

総大会 を見学 した際，驚いたことに説教 を

依頼 され ました。カー一バー氏はそれに応 じ，

自分がモルモ ン教徒 のいろいろな町 を研究

し，「大小の地域社会で，共同体建設め技術，

学術が機能 しているの を見た。これは国家

建設の縮少版であり， どの共同体に対 して

も手放 しの賛辞 を呈 したい」 と述べ ていま

す。

また別 の折にデ彼はこう語っています 。.

「私 はこれまで
，.モルモンの社会.に見 られ

る個 々人の習慣ほ ど健全 で完全 なものを見

たことがない。これほど放 とうの徴候が少

ない民と交わったこ とがない。これ以上立

派に育 まれ，健康に満ちた人々を私 は知 ら.

ない。また，子供の教育 にこれほど打 ち込

む人々も知 らない。これが故に，モルモン

は入植者 として， また建 国者 として成功 し

たのである。」9

賞賛，擁護の実例 をまだ挙げることはで

.き.ますが， ここに述べた教会に友好的で公

正な人々のほんの数例 を取 ってみて も，主

がその民 を心にかけてお られ，必要 な時に
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教会の擁護者を立てて下 さ.る.ととが よくわ

か ります。ブ リガム.・ヤング大管長は， ト.

一マ ス.・L・ ケーン氏や ドニファン蒋軍を

念頭に置いて，.興味深い発言をし.ています。

「部外者のすべてが必ず異邦人 と.は限ら

ない。だが，手向か う類の人.々は異邦人で

ある.。しか し，福音 を受け入れ ないがそれ

でいてこの民を滅ぼそう.とは しないイスラ

エルの血族 は数 多い。彼 らはむしろ折ある

毎 に民 奢良 く言い，民のために労 を取る。」1!

後注(原 書入手の際の便宜を考え∴10.を.除いてすべて原文のまま掲載します)
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先 頃・私は友人から 塒 間半 もか1ナて・
数年前に大きな過ちを犯 した彼の妻に

ついて話.を聞いた。彼女は今，寝ても覚め

て もその過 ちのことを考えては苦 しんでい

るという。目的を見失い，生 きる喜びをな

くし， 自殺 もしかねない状態が続いている。

彼女 の中では， 人間 としての素晴 らしい可

能性がすべて停止 しているのである。これ

は彼女 自身に とって も家族に とってもつ ら

いことでみる。それに，彼女のあ まりに沈

んだ様子に，友人や夫はや りきれない毎 日

を送っているのだ。

歴史家はこう言 う。戦いをす るのに，前

過ちを克服する.

ロ ー ウ エ ル ・L・ ベ ニ オ ン

「神があなたに注いでおられる愛

は先週の木曜日も今もまったく変わ

りませんよ。」彼は信じられないよう

だった。そのようなことはあり得な

いと思っていたからである。彼は子

供のように泣いた。

線 を2カ 所設けてはならない。前線が分散
い く さ

す ると，必ず と言 っていいほ ど負け戦にな

る， と。それは， 入生でも同 じだ。人生に

はふたつの戦 い，すなわち外敵 との戦い と
づ

自分の心の中での戦いがあるが， このふた

つ を自分独 りで同時に戦い続けることは不

可能であ喬。また， 自分 との戦いに精力を

つ ぎ込まなくていい人ほど，外敵 との戦い

への備えがよ くできる。実際，一歩足を踏

み出せ ば，常 にそこが戦場 なのである。実

りある入生 を送ろ うと思 うなら，人生は戦

いであ り問題がつきまとうものであること

を認めなければな らない。そこには落胆が

付 き物である。それであるか ら人は，勝利

という結果だけを求めるのではな く，いか

に上手に戦 うか を考えなければならない。

過 ちは，だれにでもつ きものだ。中には
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重大な もの もある。思慮深い人でも道徳的

な罪や失敗のために苦 しみ悩むこ とが ある。

教会の中に，私のほかに もそのよ うな罪に

苦 しむ入がいるのであれば， ここで過去の

失敗に どう取 り組んでいったらよいかにつ
.いて提案 をしてみたい

。そ うすれば過去の

失敗のために，今 の生活を犠牲に した り，

外敵 との戦いの備えが何 もできないという

ようなこともな くなるだろう。

ここに挙げるのは，挫折感や罪悪感 を克

服し，過去の過 ちを断ち切 って力強 く生き

ていくにはどうしたらよいかについての，

ほんのわずかな提案だけである。

まず，3入 はぬかるみの中で～・くらもが

いてもきれいになれないということをあげ

よう。過去 のことをいつ までもくよくよ考

えても，そこか ら何か を学 び取ることはで

きるが，心が洗われ るわけではない。弱 さ

の中に力はな く， 罪の中に強さがないこと

を知 っていなが ら，私 たちは過ちや罪 と真

っ向か ら戦 うことによってそれ を克服 しよ

うとしていない。過去の失敗 をいつ までも

くよくよ考 えていると， しまいにはそれに

打ち負かされてしまうのである。

次に，私たちがこれ までの人生で何 をな

し，今何をしているかにかかわらず，神 と

キ リス トは以前 と変わらず私たちを深 く愛

して下 さっているということを認識す る必

要がある。神 とキ リス トは罪人であろうと

悪人であろ うと，御 自分か らその人を断ち

切 るようなことはなされない。

私がインステ ィテユー トで働 いていた時，

帰還 したばか りの宣教師がやって来た。彼

は重大な過 ちを犯 していて， 自分の一生は

もうめちゃめ ちゃだ と考えていた。その時

私は彼にこう言った。「神が あなたに注いで

おられる愛は先週の木曜 日も今 もまった ぐ
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変 わ りませんよ。」彼は信 じられないようだ

った。 そのようなことはあ り得 ない と思っ

ていたか らである5彼 は子供のように泣い
'た
。私 たちは時々こう思って しまう。神は

私 たちが神の喜ばれることをした時に愛 し

て下 さり，喜ば しい少年少女，男性女性で

ある時に愛 を注いで下 さると。神 は愛を何

か と引 きかえに与えて下 さるのではない。

愛 は報酬ではない。 もしそ うだ とすれば，

愛は応報であ り，.取り引きであり，報い.だ

ということになる。しかしそうではない。

愛はいつ くしみの心か ら流れ出るものであ

り，神の愛は無条件の愛である。神は私 た

ちの うちの最 も悪い人も最 も良い人も等 し

く愛される と，私は思 っている。私 たちが.

悪 いことを行な う時や， 自虐的な生活 を.送

る時，人々を傷つける時， それらは皆主 を

苦 しませることになるのである。

父親の方 々はおわか りだろうが， 自分の

息子の心配をする時，息子への愛は小 さ く

なっているだろうか。息子が問題 を起こし

ているのに，無関心でいられる父親がいる

だろうか。以前にも増 して息子 を愛するに

違 いない。イエスは， いな くな っ.た1匹 の

羊を羊飼いが見つ け出 して家に連 れ帰った

時，99匹 の羊が囲いの中にいることよりも，

いな くなった1匹 の羊が見つか ったことの

方が天における喜 びは大 きい と言われたが，

私にもその意味がわか る。

私の子供のひとりが重病にかか りら生 き

るか死ぬかの瀬戸際にいたことがあった。

ほかの子供た.ちは皆元気だった。私たちは

病気のその子に一層の愛を注いだ ものであ

る。回復 した時には，ほかの子供たちが皆

元気であること以上に，その子 ひとりのこ

とで うれ しく思 った。 その時には，病気の

息子が私たちの生活の中で最 も大切 なこと
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に思 えたか らである。 キリス トや神 も同 じ

であろう。悪いことをして戻って きた人に

一層の愛を示そうとされるに違 いない
。実

際にその.人が戻 って来 る前で さえも，悔 い

改めていようがいまいが，神は赦そ うとさ

れるであろう。神は私たちに赦す ように と

言われた。悔 い改めたら赦 しなさい と言わ

れたのではない』悔 い改めていな くて も赦

しなさい。7を70倍 す るまで赦 しなさい と。

これは主が実践してお られることである。

主は，御 自身がしてお られないことを私た

ちに要求す るようなことはなさらないか ら

だ。私は，福音の原則は主の生活信条その

ものではないか と思 う。 したがって，私た

ちがなぜ赦 さなければな らないのか とい う

と， そうす ることが 自らを赦すことであ り，

正 しい生活の原則 と律法にそって再 び生活

す ることだか らである。聖典の中に，神が

罪人に腹を立ててお られる描写がい くつか

あ るか らといって，私 たちは神 の愛を得る

ために悔い改めるのではない。聖典 の他の

箇所には，.神が罪人ではな く罪を憎まれる

とい う描写 もあることを見落 としてはな ら

ない。

過去の過 ちを克服す るひ とつの方.法とし

て償いがある。私 たちは悪いことをして し

まった とわか った時， その相手の ところに

足を運ぶのは時 として難 しい.ものである。

自尊心があるため に自分の失敗 を認め難い

のである。それで も勇気 を持 って行な う時

に，そこに大 きな和解 を見ることだろ う。

感情 を害 してしまった人に私 たちが和解 を

求める努力をする時，.その人はそれに応え

る義務がある。私 たちが行動に移 るのが遅

す ぎたため， あるいは償い得 ない ものであ

るために罪を償 うことがで きない時で も，

私たちは他の人々に恵み をもたらす ことは

で きる。私たちはすべてこの世界の仲間で

あ り，同 じ永遠の御父 を父 とする兄弟姉妹

であ り， 同じ人間社会に属す る者だからで

ある。た とえ負わせた傷の償 いをすること

はできな くて も，別の人々の生活に恵み を

与えることができるのである。

ある人々は折につけ過去 を悔いている。

しか し過去 というものは，私 たちが普通考

えるほ ど固定 した ものでも不動の ものでも

ないのだ。.隠したいような過去がある と，

どうしてもそのことを自分の生活力}ら切 り

離そ うとす るため，逆に心の底に根づ いて

しまい，いつ までたっても離れな くなって

しまうのである。 しか し，過去は変えられ

るのである。過去の特定の出来事 だけを変

えることは無理であるが，過去 を全体的に
＼変えることはできる

。人の過去の一つ一つ

の出来事 の重要性 というものは，私たちが

これか らどんな過去 を残してい くかによつ

て，変わっ.てくるのである。

数年前，ひ とりの少女が私 と妻に彼女の

身の上に起こったあるとても悲劇的な出来事

を打ち明けて くれた。彼女のその出来事に

ついて今.話そうとは思わない。ただ，実に
づ

ひ どい経験だ ったといっことだけ を言って

お こう。この18歳 の少女のような悲しい目

を，私は見たことがない。彼女に慰め を与

え，将来への希望 を何 とか.持たせ ようとし

なが ら，私の心に，私たちは 日々の生活 を

通 じて過去 とい う.ものを形作っているとい

う思いがわいて きた。 人生 というめは固定

不動 の ものでも，量で推 し測れ るものでも

ない。人生は成長するものであ り， 中味が

大切 であって，大局的に とらえなければ.な

らない。人生の場合，部分部分 よりも全体

の方がはるかに大事であり，全体がいかな

るものであるかによって，各部分の意味が

49

.1



決 まって くるのであ.る。すなわち，単に手

で壁につか まるとい う動作 と，体の一部 と

して心の働 きによって手 で壁につか まる動

.作と鉢別 である。この少女の過去のあるひ

とつの出来事，時には10の 出来事か もしれ

ないが， それ らは彼女が落ち込んでいた18

歳の時の出来事である。その後彼女は囲い

の中に，つ まりバプテスマ を受けて末 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教会に入 り，キ リス ト

への信仰 を育て，夫 を改宗 し，家族 を養 い，

その後ずっとこのような歩みを進めている。

そうす ると，彼女のこの失敗は，それひ と

つ を取 ってみれば入生の大 きな谷間のよ う

な出来事か もしれないが，その後の素晴 ら

しい人生 をながめた時， それはすでに遠 い

過去の出来事 であり，全体から見ればほん

の小さな くぼみが残 るにす ぎない。このよ

うに考えると，人生は力強い もの とな.り，

自分が進歩できることを知って，心に慰め

を覚 え，力がわいて くるのを感 じる.ことだ

ろう。

神 は私 たちの人生 というもの を，次のよ

うに感 じておられるのではないか と思われ

る。エゼキエルの有名な聖句を引用 してみ

よう。「しかし，悪人が もしその行 った もろ

もろの罪を離れ，わた しのすべての定め を

守 り，公道 と正義 とを行 うならば，彼は必

ず生 きる。死ぬ ことはない。その犯 した も

ろもろのとがは，彼に対 して覚 えられない。

……」(エ ゼキエル18：21-22)過 去 という

ものは，将来のその人をつ くるという点に

おいてのみ意味 を持つのである。

エゼキエルはさらにこう述べている。「そ

の犯 したもろもろの とがは，彼に対 して覚

えられない。彼はそのなした正 しい事のた

めに生きる。主なる神は言われる，わた し

は悪人の死を好むであろうか。むしろ彼が
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過去というものは，将来のその人

をつくるという点においてのみ意昧

を持つのである。

そのおこないを.離れて生 きることを好んで

.いるではないか
。」(エゼ キエル18：.22-23)

ま.たイザヤ も言っそいる。「・・!…た といあな

たがたの罪は緋のようであって も，雪のよ

う.に白くなるのだ。紅のように赤 くて も，

羊の毛のようになるのだ。」(イ ザヤ1：18)

この こ とを私は信 じている。神が私たち

を愛 してお られ るなら，私たちにこの上な

い関心を持っておられ るはずで ある。「死

ぬ時 まで，だれ もその人を不幸呼ばわ りし

てはならない。その 日が終わるまで，働 き

がなされるまで，その業 を測ってはな らな

い。」私はこう申し上げたい。人生 を測って

はならない，永遠にわたって。今 もなお，
ぐ

私 たちは人生 を築 いているのであ り，人生

を変 えているのであるか ら。

私たちは積極果敢 に王 しいことを行なう

という望みを持ち，それを実行すべ きである。

多くの人は正 しいことを考えていないため

に悪いことをしてしまう。私たちは福音 を

きわめて概括的にとらえている。そしてそ

れを結構なことだと思 い，証 も持つている。

しか し， 自分たちの信 じているものの何た

るか をつ きつめて考えてけいない。 たとえ

ば，「私は正 直になるように努め ようと思 う

が，正直 とは一体何だろう」 とは言わない。

また，.純潔 とは何か， その心髄は何か，そ

の本質は何か とも言わない。 自分の信 じて

いること， 自分の大切に しているものにつ

いて， 自分 で明確にできないというのであ



れば，私 たちは足 もとをす くわれてしまう.

め ではない灯ろうか。私たちは，そ うした

大切 なものをなぜ信 じるのかつ きつめて考

えないだめに，本来な らば 自分の血 とな り

肉となるはずの もの を単なる概念の域に と

どまらせているのである。上 にあげたよう

な事柄は，神の律法であると同時に私たち

め律法でもある。なぜ なら，私たちはそれ

を試 した上で信 じるようになったか らであ

る。無関心で何 もせず，ただ成 り行 きを見

守つているだけではだめ である。敵 に一歩

先ん じた行動 を取 らなければならない。

積極的になろうではないか。 自慢 した り，
.大声 をあげた り

，単に口先だけで積極的に

なるのではない。私たちが何 を信 じている

のか を，はっきりと述べ ようではないか。

.このことは，信者，不信者の別 を問わず，

また末 日聖徒，カ トリック教徒 ，ユ ダヤ教

徒，プロテスタン ト教徒，無神論者 を問わ

.ず
，だれにでもあてはまる。人はだれでも

健全な心 を持たなければならない。 これは，

人間であるための最低条件 だ。人は高潔 さ

を身につけていなければならない。 しか し，

自分の信念やモ ットー， 目標 を明確に しな

いで，真の高潔 さに到達できるだろうか。

信念やモ ットー，.目標は変 えるこ とができ

る。 しか し， 自分で持 っていなければどう

ずることもできない。自分の考 えをはっき

りさせて初めて，それに従 った行動がとれ

るか らである。たとえ.ばあなたが銀行で働

いており，お金を扱 ってい.るとす る。.その

場合，お札 を数 えなが ら， 自分 は正 直であ

るべ きか どうか などと考えるこ とはない6.

そのよ うな 問題 はその 日の仕事 にとりかか

る前， また銀行に就職する前に決めてお く

ことである。そして，朝の祈 りの中で，「主.

よ， きょう人のお金に手をつけ るこ とがな
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.い よ う助けて下 さい
」 と祈るようにするの

である。妻からあれが欲 しいこれが欲 しい

と聞かされている夫に とらて，お金は魔物.

で ある。魔がさしやすいのである。 こうし

て不正直な行 ないへ と走ってしまうことに

なる。使徒パ ウロはごう言っている。「神の

武具 を身につけ なさい。…・"立って真理の

帯を腰にしめ，正義の胸当を胸につけ，平

和の福音の備 えを足にはき」(エ ペ ソ6：13

-15)こ れ らの言葉 は今 日の私 たちにとっ

て単 な る象徴以上 の意 味 を持 っている。

「神の武具 を身につけ」
，自分 の信 じる理想

を高 く掲 げる時に，疑いの影は消えるので

ある.。

・イエス ・キ リス トを友 としようではない

か。.毎週安 息 日に耳 にす る聖餐 の祈 りの

中に，御子のみ名を受け，御子 を常に忘れ

ず， またその下 した まえる戒め を守 ること

を永遠 の父なる神に証明するゆえに，御子

のみたまを下 さるようにということが述べ

られている。では，キ リス トのみ名 を受け

る とはどういうことだろうか。御子 を常に

忘れないとはどのような意味か。狂信的に

なるこ ともな く，か と言ってこの世 にあ っ

てこの世の ものにとりつかれ ることもな く，

日々の生活に主を取 り入れている人が，私

たちの中に何人いるだろうか。私たちは救

い主 との交 わ りによって もたらされる力に

どう頼 っているだろ うか。私たちは， キリ

ス トとの交 わりにつ いて話すこ とをプロテ

ス.タン ト教徒に任せ てはいないだろ うか。

私 は伝道 中にひとつの経験 をした。今で

もはっきりと覚 えている、集会の援，ひ と

りの男の人が私の とζうにや?て 来た..そ

の 人は年が私の倍ほどもある人で，.何とも

さみしそ うな顔つ きをしていた。彼は私に，.

自分 は教会に入る前に とて も大 きな罪を.犯.



した，そ して妻はいまだに赦 して くれず，

か と言って離婚す ることも認めず，折に触

れてだめな人間だと言って自.分を苦 しめる

のだ と話 して くれた。「私 もだんだん妻の言

うような人間なんだ と思 うようになって し

まったんです。どうした ら， もう一度健全

で清い心 を持ち，汚れない思いを抱 くこと

がで きるのでしょうか」 と彼は言った。私

が 「このために何か努力 して こられ ました

か」 と尋 ねると，彼は 「とにか く自分が犯

した罪 と懸命に戦 ってきました」 と答えた。

そこで私は彼に，罪 と戦 うこと以.外に何か

もっ と皐い解決法があるはずです と述べ た。

それか ら私たちは共にひ ざまず いて祈った。

その後で彼に 「人とな りはその心に思 うそ

のままである」 とい う.題の本を手渡 した。

私は彼の肩に手 をまわし， きっと解決でき

ると力づけた。 その時，霊感か偶然かはわ

か らないが，私は彼にこ う言ったのであ.る。

「日曜学校で主の聖餐の準備 をしては どう

ですか。」(彼 はアロン神権の教師の職 であ

った)彼 は答えた。「私にその資格があるで

しょうか。」私はこう言 った。「いいえ，私

たちのだれ もその資格はない と思いますb

で も，あなたが主のためにそれ をしようと

思うなら，主は喜ばれると思います。」それ

か らというもo， 彼は毎 回聖餐のテーブル

の前に座 るこ とになった。6週 間ほ どした

ある日， 口曜学校が始まる前に廊下 を歩い

ていると，.向こうか ら彼がや ってきた。私

は励 ましの意味で手 を差 し出した。 ところ

が彼は手 を後 ろに組んだ まま何 も言わない。

私が 「何か気にさわったことで もあるので

すか」と尋ねる と，彼はこう答 えた。「いや

べつに。今せ っけんできれいに手 を洗って

きた ところなんです。聖餐 のテーブルにつ

くまではだれ とも握手で きません。」聖餐の

テー ブルにつ くということにす ら，、これほ

どの敬慶 さを示す とは。私は感激 した。そ

れか ら6週 間，集会の後に彼がや って来て

こうささ.やいたのである。「私は生 まれ変 わ

りました。」

それか ら私 は彼に，福音の原則の中で彼

が心から信 じているものについて， またな.

ぜ その原則 を信 じるかについて，集会で話

をして くれ るように頼んだ。私 は救 い主め

足跡 をたどることによって彼が変わると考

えていたのである。こうして彼 は純然たる

気持 ちで主に仕 え，週 日には主に思 いをは

せ ることに よって，新たに生まれ変わっ.た

のである。本当に素晴 らしい経験であった。

この時私 は，彼が行なったように，救 い主を

生活の中心にお くようなことがそれまでに一

度 もなか ったことに気づ いた。あえて申し

上げ るが，私 はそれカ}ら後，彼の模範にな

らって行動 した。す るとどうだ ろう。 自分

の弱 さだ と思 っていたことが，救 い主に思

いをはせ，主 を祈 りと生活の中心にお くこ

とに よって克服できたのである。実に胸が

踊るような経験であった。

若い友人の皆 さん，人生最大の悲劇 とは
づ

何であろうか。それは，.与えられている貴

重な もの を.活用 しないことだ。っ まり， 自

分に与 えられている霊 と肉体，人生，熱意，

みたま，信仰，愛， これ らのものをフルに

機能 させないことである.。私は皆 さんが過

ちや失敗や罪の重荷につぶされることのな

いように願 っている。なぜ ならそれは，人

を福音の理想 とい と高き神 の御子か ら遠 ざ

け，福音に添 った生活をする.ための源であ

る勇気 と知 恵を奪 ってしまうか らである。

私たちが手 にしてい る麗 しい福音，これ を

心ゆ くまで享受す るのに遅す ぎることはな

いのである。
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サラは イζも考えないで ねむろ

うとしまし芝。そのとき,も う一度,

犬の遠ぼえが 聞こえたような 気

がレま4た 。サラは ベンのことを

思.'ヒ して,な いてしまいました。
一ざ
めよ,ど うしようもないわ。｣……

灰の臼は いそがしい/日 でした。
'プラは きのうのことを すっかり

忘れていました。ところが 昼ごは

んを食べるために 台所へ行こうと

したときです。あの遠ぼえが,は っ

きりと聞こえたのです。

｢ベン,ベ ン,今 犬の鳴き声が

聞こえた9｣

ベンは サラをにらみつけて 言

いました。

｢じょうだんは よしてよ
。そん

な話,.聞 きたくないよ。｣

｢うそじゃないわ
,き のうの夜も聞

こえたのよ。ほら,耳 をすまして,

聞こえるでしよ9｣

ふたりは しばらくの間 耳をす

ましていました。
一可も聞
こえないな。聞こえるのは

δなかが鴫る音だけだ。さあ,食 べ

に行こう。｣

次のヨは 日曜日です。サラは

家族といっしょに トラックに乗っ

て 教会に行きました。家を出ると
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きに あの鳴き声が また聞こえた

ような 気がしました。パパに話す

と,ジ ョンソンさんの犬だよ,と 言

いました。

その 日の夜おそく,ま た聞 こえて

き ました。た しかに 犬 の遠ぽ えが

します。サ ラはね むっているベ ン

を起 こしま した。

｢ど う したの9｣目 をこす りな がら

ベンが言いま した。

｢ベ ン
,聞 こえるはすよ。犬の鳴き

声よ。気のせい じゃないわ。た しか

に 聞こえるの。 ジョンソ ンさんの

犬でもないわ。ほら,耳 をす まして

みて。｣

あた りは しす まりかえ っていま

す。やがて どこからか 弱々 しい

犬の遠ぼえが 聞こえてき ました。

｢ほ んとだ 聞こえる。犬だ。それ

も 助 けを求めている。すぐに さ

が しに行 こう。｣

｢今 すぐに(P外 は まっくらよ
。

とても 見つけられないわ 。｣

｢そ うか… …それ じゃ
,あ したの朝

明るくな ったら すぐに出かけよう。

ふた りで べつべつにさがせ ば,す

ぐに見つかるさ。｣･

｢で も
,ベ ン……わたし,見 つ けて

も こまるわ。だって……｣

〆
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サラは犬の足をつかんで パイプ

から引き出そうとしました。水は

どんどん 増えています。はやく

助けなければ。サラはパイブの内が

わに どう水をぬって すべりやす

くしました。はやく,は やく。サラ

は何度もひっばって ようやく犬を

助け出しました。

｢もう
,だ いじようぶよ,ワ ンちゃ

ん。｣ど うだらけの犬を なでなが

ら言いました。そして 自分のして

いることに 気がつきました。
Pサラ ･ブラックハート,あ なたは

犬をだいているわ。少しも こわが

らすに!｣

サラは かわいそうな犬のために

おそろしさを わすれていたのです。

犬はとても弱っていました。サラ

じゅうたんの上では,あ の犬が丸く

なっています。パパが言いました。

｢この犬は,サ ラからぜんぜん 目

をはなさないね。｣ママも言いました。

｢そうね,こ んなに 愛くるしい顔

は 見たことがないわ。｣す るとベ

ンが 目をかがやかせて言いました。

｢それはサラのこと,そ れとも犬の

こと9｣

｢この犬 かうことができたらいい

わね。｣サ ラがつぶやきました。

それを聞いて ベンがからかうよ

うに言いました。

｢サラがそんなこと言うの 聞いた

ことない。これで,や っとぼくは,

犬をかえるんだね。｣ベ ンは いた

すらっぽく サラにウインクをしま

した。
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さなければな りませ ん。

エ リザベ スは時 々,水 兵 さんの部

屋に しのび こんで行 きました。 そこ

で,コ ックさん と仲良 しにな りまし

た。彼は,エ リザベ スにおい しいご

ちそ うを作 って くれ ま した。家 の食

事に比べて,そ れ は どん なにお い し

かったこ とで しょう。船の上 では,

週 に5回 しか料理す るこ とが できな

いの です。 その上,船 のパ ンはか た

くて,足 でふみつぶ さなければ われ

ません。

1861年 の5月 か ら6月 の5週 間に

わたって,｢海 の女王｣と い うその船

は,大 西洋 を横断 したので した。 と

うとう船 がニ ュー ヨー クの港 に入 り,

末 日聖徒 の移住 者はボー トで岸 まで

運ばれ ました。そ してその夜 は,キ

ャッスルガー デ ンと呼 ばれる大 きな

家で1夜 を明か しました。

その晩のこ とです 。子供 たちがそ

ろそ ろねむ りにつ こ うとす る頃,エ

リザベ スの弟 オー ガス トが黒砂糖 の

入ったふ くろをい くつか見つ けたの

で した。ち ょうどその 中のひ とつ に

穴があいていて,そ こか ら中味が こ

ぼれていま した。船 に乗 って いる間

中,甘 い もの を食べ たこ との なか っ

たふた りです。 オー ガス トが さが し

60

て きた スプー ンを手 に,ふ た りは さ

っそ く砂糖パー テ ィー を開 いたので

した。 しか し,翌 朝 はふた りともお

なか をこわ して しまいました。

エ リザベ スは,家 族やほかの聖徒

たち と汽車 にゆ られてアイオワに行

き,そ こか らほろ馬車隊に加 わって

ユ タに向か いま した。その旅 は,川

を渡 る時以外 は歩 き通 しで した。

エ リザベ スのお父 さんは,足 を悪

くしていま した。ス ウェーデ ンで,

お父さんはバ イオ リン演奏 者 とオー

ケス トラの指揮者 をしてい ましたが,

とつぜ ん リューマチにかかって しま

い ました。 それか ら少 しずつ手 足が

使 えるよ うに なったのですが,簡 単

には回復 しませ んで した。ほろ馬車

隊 につ いていけない ことを知 ったお

父 さんは,後 で必ず追 いつ くこ とを

約束 して家族に先 に行 くよ うに言 い

ました。

ひ と り残 されたお父 さんは,必 死

で歩 き続け,や っ とひ とつの明か り

を見つけ ました。 それは,南 北 戦争

へ 向か う兵士 たちのキャンプの火で

した。その中にひ とりの スウェーデ

ン人がいま した。エ リザベ スのお父

さんが音楽家だ とい うことがわか る

と,兵 士 たちは どこか らかバ イオ リ
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新しい管理監督会 日本･韓 国地域監督に

北村正隆兄弟が就任

管理監督会 日本･韓 国地域監督の任にあったアーサー･

K･西 本 兄弟が6月12日 付 をもって退任,そ の後任 とし

て現在同管理本部で地域監督補佐の任にある北村正隆兄

弟の就任が発表された。西本兄弟は1973年 に 日本西部伝

道部長 として来 日以来,8年 間にわたって日本における

教会の発展に貢献 してきた。帰国後はジョーダン リバー

神殿の近 くの新居に落 ち着かれる。

北村兄弟は佐賀県鳥栖 市に生まれ,高 崎経済大学 を卒

業後渡米,ユ タ大学で経営管理学の修士課程 に学んだ。

その後マーチャンダイズ･イ ンターナショナル社(貿 易業)

を設立するなどして現在に至っている。バプテスマは1961

年6月25日 。以後支部長,地 方部長,副 伝道部長などの要

職 を歴任,現 在 日本高崎ステーキ部長 として活躍 してい

る。趣味は登山,テ ニ ス,読 書 と多彩。奥様のシゲル姉妹

とは1966年11月5日 に結婚,今 年が結婚15周 年にあたる。

西本兄弟(上)と遡
熱戦を繰り広げた卓球大会

日本名古屋,名 古屋西ステーキ部

日本における伝道80周 年 を記念す る全 日

本モルモン卓球選手権大会が5月4日,5

日の両 日,愛 知県厚生年金会館にて催され

た。地元名古屋 をはじめ,東 京,大 阪,沖

縄などから120名 ほ どの選手が参加 し,白

球 を追 っての熱戦が繰 り広げられた。

4日 には名古屋第1ワ ー ド部でレセプシ

ョン(前 夜祭)が 催 され,参 加者は試合 を

前にしてお互いに リラッスした気分で親睦

を深め合 った。

試合は,男 子 シングルス,女 子 シングル

ス,混 合 ダブルスの3種 目に分かれ,そ れ

ぞれ トーナ メン ト方式 で進め られた。

なお,そ れぞれの優勝者は次の通 りであ

る。

〈男子 シングルス〉

日坂 潔(名 古屋 ステーキ部)

〈女子 シングルス〉

迫 律子(福 岡ステー キ部)

〈混合ダブルス〉

笠村 隆(福 岡伝道部)

井 手博美(福 岡ステー キ部)
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